
Ⅲ 学校評価自己評価



１．学園保幼小中一貫教育報告一覧

「目指す子ども像」、教 育 目 標

1 峰山学園

【教育目標】　「自己肯定感を持ち、自分の将来を展望し、共に学ぶ子の育成」
【目指す子ども像】
　　　　　　　「意欲を持って自ら学ぶ子ども（知）」
　　　　　　　「思いやりのある子ども（徳）」
　　　　　　　「進んで心と体を鍛える子ども（体）」

2 大宮学園

（１）教育目標　自他を尊重し、自ら学ぶ　子どもの育成
（２）目指す子ども像
　　　　　　　　○ 意欲的に学び、チャレンジする子ども（知）
　　　　　　　　○ 自他を大切にし、思いやりのある子ども（徳）
　　　　　　　　○ 心身を鍛え、活動的な子ども（体）

3 網野学園

【目指す子ども像】
　　　　　　　　あ：明るく元気に進んで学ぶ子　　【知】意欲的に学習に取り組む子ども
　　　　　　　　み：みんななかよく支え合う子　　【徳】規範意識をもち、仲間と支え合う子ども
　　　　　　　　の：のびのび生き生きやりぬく子　【体】粘り強く心身を鍛え、やり抜く子ども
【教育目標】　　将来に夢と希望をもち、郷土を愛し、知・徳・体の能力を伸ばす子どもの育成を図る教育の推進

4 丹後学園

「目指す子ども像」
　　　　　　　　①ことばで伝え合い、主体的に学ぶ子　【知】
　　　　　　　　②自分を大切にし、人を思いやれる子　【徳】
　　　　　　　　③ねばり強く身体をきたえる子　　　　【体】
「教育目標」　　夢と希望と創造性あふれる豊かな心を持ち、未来に向けて主体的に生きる子どもの育成

5 弥栄学園

教育目標　　　「ふるさとを愛し、主体的に学び、心豊かで、たくましく生き抜く子どもの育成」
目指す子ども像
　　　　　　　（知）知識と技を磨き、活用する子　＊自ら課題に取り組む（自主的な姿勢）
　　　　　　　（徳）自他の良さを知り、共に伸びる子　＊仲間と知恵を絞る（対話的な学び）
　　　　　　　（体）心身を鍛え、何事もやりぬく子　＊解決策を探り、自信をつける（深い学び）

6 久美浜学園

[教育目標]　　「ふるさとを愛し、意欲的に学び、やさしい心をもち、根気強く努力する子どもの育成」
[目指す子ども像]
　　　　　　　（知）意欲的に質の高い学力を身につけようとする子ども
　　　　　　　（徳）自ら正しく判断、行動し、豊かな心をもつ子ども
　　　　　　　（体）心身を鍛え、粘り強く最後まで、協力して取り組む子ども

２．京丹後市立こども園、学校評価自己評価報告一覧

学　校　・　園　教　育　目　標

1 峰山こども園

“笑顔でつなごう。心とこころ!!”
　　～はなそう・つたえよう・みんなのおもい～
　　　(1)生活に必要な習慣・態度を身に付け、健康な心と体で生きる力を育てる。
　　　(2)主体的に活動し、言葉を介してコミュニケーション力を育てる。
　　　(3)身近な人や地域とのかかわりを持つ力を育てる。

2 大宮こども園

人との関わりや体験を通して、心豊かでたくましく、生き生きとあそぶ子どもの育成
　　　・健康で安全に活動する子ども
　　　・身近な環境に自ら関わり、主体的に行動・活動する子ども
　　　・人の話をしっかり聞き、自分の思いや考えを素直に表現できる子ども
　　　・素直で思いやりがあり積極的に関わり合う子ども

3 網野こども園

『園児自らが主体的に環境に関わり、心豊かでたくましく生きる力を育てる。』
　　　・明るく元気で主体的に活動する子どもの育成
　　　・みんななかよく思いやりのある子どもの育成
　　　・伸び伸び生き生きやりぬく子どもの育成
＜テーマ＞
　　　『どきどき　わくわく　きらっ！　ひとりひとりがかがやいて』

4 丹後こども園

・主体的に環境に関わり自分で考え判断し行動する園児を育む。
・遊びや生活の中で様々な体験をしながら、ものの見方や思いやりの気持ちを育む。
・地域とともにある園づくりを進める。
・保育教諭同士が互いに学び合える組織づくりを進める。

5 弥栄こども園

「みんな　だいすき　つながるえがお」
　　～やってみたい！もっとやりたい！夢中になって遊ぶこどもをめざして～
　　　・さまざまなことに心を動かし、心豊かな子どもを育てる。
　　　・生活に必要な習慣・態度を身につけ、健康な心と体を育てる。
　　　・身近な人や地域とのかかわりを持つ力を育てる。

6 かぶと山こども園

こども園教育目標
　「元気な体と豊かな心、生きる力を持った　たくましい子ども」
　　≪元気　勇気　笑顔　つながれ仲間≫
　　　～いっぱい遊ぼう！一緒に遊ぼう！友達っていいな～
　　　１　園児自らが興味関心をもって環境に関わり、心豊かでたくましく、生きる力を育てる。
　　　２　人との関わりの中で、人に対する愛情と信頼感、人権を大切にする心を育てる。
　　　３　相手の思いを受け止めながら、自分の思いや考えを表現する力を育てる。

学 園 名

学 校 名
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学　校　・　園　教　育　目　標

7 峰山小学校

社会の中で自立し、多様な人々と協働して、個性や能力を生かしながら主体的に生きることができる力を育てる。
　１　将来に生きて働く質の高い学力を育てる。
　２　よりよい生き方・在り方を深く考え、自律的に行動する力を育てる。
　３　学んだことを生かして、よりよい社会の形成に貢献しようとする態度を育てる。

8 いさなご小学校

教育目標　「自己肯定感を持ち、自分の将来を展望し、共に学ぶ子の育成」
目指す子ども像
　１　意欲を持って自ら学ぶ子ども
　２　思いやりのある子ども
　３　進んで心と体を鍛える子ども

9 しんざん小学校
１　一人ひとりが自己肯定感を持ち、いきいき活動する学校【児童・生徒】
２「峰山学園卒業時の子どもの姿」に全教職員が責任を持つ学校【教職員】
３　保護者・地域に信頼される学校【保護者・地域】

10 長岡小学校

「峰山学園」経営方針を踏まえ、教育活動全般を通して学校教育目標「自己肯定感を持ち、自分の将来を展望し、共に
学ぶ子の育成」に迫る。
〈目指す子ども像〉
　・意欲を持って自ら学ぶ子ども
　・思いやりのある子ども
　・進んで心と体を鍛える子ども

11 大宮第一小学校

「学校教育目標」（長期目標）
　　◆自他を尊重し、自ら学ぶ　こどもの育成
「目指す学校像」
　　◇一人一人が輝き、生き生き活動する学校【児童】
　　◇やりがいを持って自分の力を発揮する学校【教職員】
　　◇安心して子どもを任せられる学校【保護者】
　　◇他地域に誇れる地域とともにある学校【地域の方】

12 大宮南小学校

大宮学園　教育目標
　　「自他を尊重し、自ら学ぶ　子どもの育成」
大宮南小学校　目指す学校像
　　（１）学級づくりを基盤にして、質の高い授業づくりを追及する学校
　　（２）全ての児童が大切に育てられている人権的風土のある学校
　　（３）家庭・地域と共にある信頼される学校

13 網野北小学校

１　規範意識を醸成し、落ち着いた学校、落ち着いた授業により学力を付ける。
２　すべての子どもに、未来を展望し、自ら将来を切り拓く力を付ける。
３　思いやりをもち仲間と共に生きる、豊かな人間関係を築く力を育てる。
４　自然・人・社会とつながり、郷土を愛する心を育てる。

14 網野南小学校

網野学園保幼小中一貫教育の目標から
　　「将来に夢と希望をもち、郷土を愛し、知・徳・体の能力を伸ばす子どもの育成」
【目指す子ども像】
　　・あかるく元気に進んで学ぶ子
　　・みんななかよく支え合う子
　　・のびのび生き生きやりぬく子

15 島津小学校

１　規範意識を醸成し、落ち着いた学校、落ち着いた授業により学力を付ける。
２　すべての子どもに、未来を展望し、自ら将来を切り拓く力を付ける。
３　思いやりをもち仲間と共に生きる、豊かな人間関係を築く力を育てる。
４　自然・人・社会とつながり、郷土を愛する心を育てる。

16 橘小学校

【教育目標】
　　「将来に夢と希望をもち、郷土を愛し、知・徳・体の能力を伸ばす児童・生徒の育成を図る教育の推進」
【目指す子ども像】
　　あ：明るく元気に進んで学ぶ子　【知】意欲的に学習に取り組む子ども
　　み：みんななかよく支え合う子　【徳】規範意識を持ち、仲間と支え合う子ども
　　の：のびのび生き生きやりぬく子【体】粘り強く心身を鍛え、やりぬく子ども

17 丹後小学校

教育目標（丹後学園共通）
　　「夢と希望と創造性あふれる豊かな心を持ち、未来に向けて主体的に生きる子どもの育成」
＜目指す学校像＞
　　１　よく考え学ぶ学校
　　２　友だちと仲良くする学校
　　３　最後まで粘り強く努力する学校
　　４　家庭・地域のつながりを生かした学校

18 宇川小学校

夢と希望と創造性あふれる豊かな心をもち、未来に向けて主体的に生きる子どもの育成
　〇目指す子ども像
　　(1)言葉で伝え合い、主体的に学ぶ子(知)
　　(2)自分を大切にし、人を思いやれる子(徳)
　　(3)粘り強く身体を鍛える子(体)

19 吉野小学校

１　知識・技能の確実な習得と、思考力・判断力・表現力の育成、主体的に学びに向かう力の育成を図るために、
　生徒指導の３機能を生かした授業づくりと学級づくりを推進する。
２　確かな学びの力と豊かな人間性を育み、一人一人が大切にされる「心の教育」の推進に基づく、生きる力の
　育成を図る。
３　家庭・地域とつながり、信頼される学校・特色ある学校づくりを推進する。
４　学園の保幼小中一貫教育を校種間における様々な取組等を充実させながら推進する。
５　ICTを効果的に活用し、授業改善を図る。

学 校 名
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学　校　・　園　教　育　目　標学 校 名

20 弥栄小学校

「ふるさとを愛し、主体的に学び、心豊かで、たくましく生き抜く子どもの育成」
　　　・知識と技を磨き、活用する子
　　　・自他の良さを知り、共に伸びる子
　　　・心身をきたえ、何事もやりぬく子

21 久美浜小学校

教育目標【久美浜学園全体】
　　「ふるさとを愛し　意欲的に学び　やさしい心をもち　根気強く努力する子どもの育成」
目指す子ども像【久美浜学園全体】
　　（１）意欲的に質の高い学力を身に付けようとする子ども（知）
　　（２）自ら正しく判断、行動し、豊かな心を持つ子ども（徳）
　　（３）心身を鍛え、粘り強く最後まで、協力して取り組む子ども（体）
重点目標【久美浜学園全体】
　　「意欲的に生活・学習に取り組む子どもの育成」　～　子どもの実態や系統性を踏まえた指導　～
指導の重点『学力の向上』
　　 ①基礎・基本の徹底　②主体的に学ぶ力の伸長　③家庭学習時間の確保
校訓「一生懸命」を意識した教育活動の推進

22 高龍小学校

意欲的に生活・学習に取り組む子どもの育成
　― 子どもの実態や系統性を踏まえた指導 ―
　　１　基礎・基本の徹底
　　２　主体的に学ぶ力の伸長（授業づくり）
　　３　家庭学習時間の確保

23 かぶと山小学校

１　久美浜学園教育目標
　　「ふるさとを愛し、意欲的に学び、やさしい心をもち、根気強く努力する子どもの育成」
２　めざす児童像
　　（１）意欲的に質の高い学力を身につけようとする子
　　（２）自ら正しく判断、行動し、豊かな心をもつ子
　　（３）心身を鍛え、粘り強く最後まで協力して取り組む子

24 峰山中学校

【教育目標】
　　自己肯定感を持ち、自分の将来を展望し、共に学ぶ生徒の育成
【めざす生徒像】
　　・意欲を持って自ら学ぶ生徒
　　・思いやりのある生徒
　　・進んで心と体を鍛える生徒
【重点課題】（社会的自立につなぐ教育）
　　・「個別最適な学び」と「協働的な学び」を実現するためのICTを活用した授業改善の推進と学力の向上
　　・豊かな人間性の育成と不登校の解消・未然防止

25 大宮中学校

１　夢や希望を持って未来を切り拓く能力と実行力の育成
２　学習意欲を高める授業改善と家庭学習の定着
３　健康な体と豊かな心の教育の充実
４　信頼され、開かれた学校づくり
５　教職員の資質能力の向上
６　大宮学園保幼小中一貫教育の推進

26 網野中学校

将来に夢と希望をもち、郷土を愛し、知・徳・体の能力を伸ばす生徒の育成を図る教育の推進
　　１　規範意識を醸成し、落ち着いた学校、落ち着いた授業により学力を付ける。
　　２　未来を展望し、自ら未来を切り拓く力を付ける。
　　３　思いやりをもち仲間とともに生きる、豊かな人間関係を築く力を育てる。
　　４　自然・人・社会とつながり、郷土を愛する心を育てる。

27 丹後中学校
開校８年目となる教育活動を充実させ、保護者・地域から信頼される学校経営を行う。
　　生徒が「本気で本物に挑戦する」ための教育環境をつくり、自分の可能性を信じそれに果敢に挑み力を
　伸ばすことに専念させる。

28 弥栄中学校

１　全教職員で、生徒・保護者との信頼関係を築く。
２　主体的に学び、たくましく心身を鍛え、人権尊重を基に人間性豊かな生徒を育む教育課程の編成と実施に
　努める。
３　基礎的・基本的内容の指導の徹底と定着を図る授業づくりを進める。
４　知識技能を活用し、自ら考え、判断し、表現する力を育んでいく。
５　未来を拓くために主体的に進路選択ができる能力を育てる。

29 久美浜中学校

＜久美浜学園＞　指導の重点：学力向上
　　(1) 基礎・基本の徹底
　　(2) 主体的に学ぶ力の伸長（授業づくり）
　　(3) 家庭学習時間の確保
　　◇規範意識の醸成を基盤とし、当たり前のことが当たり前にできる学校、「命」「今」「仲間」を大切にする
　　　学校を目指す。
　　◇久美浜学園保幼小中一貫教育の一層の推進により、指導観について共通理解を図り、系統的、組織的な教育
　　　実践を推進する。
　　１　「主体的・対話的で深い学び」を追求した授業の充実による学力の向上
　　２　好ましい人間関係の構築と自己肯定感・自己有用感の向上
　　３　不登校の未然防止と不登校（傾向）生徒の改善
　　４　「久美浜学園学校運営協議会」を核とする地域力と学校力を統合した、地域ぐるみの子育て支援体制の確立
　　５　新型コロナウイルスと共存した新しい生活様式の確立と「新しい教育の創造」
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（別紙様式2） 

令和３年度 峰山学園保幼小中一貫教育報告書 

 

１ 「目指す子ども像」、教育目標 

【教育目標】 
「自己肯定感を持ち、自分の将来を展望し、共に学ぶ子の育成」 
【目指す子ども像】 
「意欲を持って自ら学ぶ子ども（知）」 
「思いやりのある子ども（徳）」 
「進んで心と体を鍛える子ども（体）」 

 

２ 保幼小中一貫教育として解決を目指す重点課題、取組の柱とする内容 

指導の重点「確かな学力の育成（授業研究）」「コミュニケーション能力の育成（生徒指導・特別活動）」「評
価を見通した取組の充実」を各小・中学校の教育活動や校内研究・研修に位置付ける。 
(1) 確かな学力の育成 

言葉の力の育成を土台として「わかる」「できる」授業を行い、自己肯定感を高めるため、学園で共通
させる指導の目標と視点を踏まえて、小学校から中学校まで一貫した実践を進める。（授業研究） 
※「確かな学力」を、峰山学園では、「生きて働く知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向
かう力・人間性等」を総合したものと捉える。 

ア 生徒指導の３機能を生かした授業を進める。 
 
 
 
 
 
 
イ 目標と指導と評価の一体化を進める。 
（ア）目標から単元総括テストを作成し、それを踏まえた指導計画と授業設計 
（イ）単元総括テストの蓄積と検証 

(2) コミュニケーション能力の育成 
   確かな学力を育成する授業実践と連動し、言葉の力の育成を土台として生徒指導の３機能を踏まえた

就学前から中学校まで一貫する積極的な生徒指導を進める。（生徒指導・特別活動） 
 ア 生徒指導の３機能を生かした教育活動（積極的な生徒指導） 
 イ 自己肯定感を高める取組（特別活動） 
 （ア）学校や地域社会の一員として主体的に参加する取組 
 （イ）集団の中で豊かに人とかかわることができる取組 
(3) 評価を見通した取組の充実 
 ア 学園評価・学校評価の結果に基づく学園経営の充実 
 イ 教育評価・指導評価の結果に基づく教育実践の改善 

 

３ 保幼小中一貫教育の具体的な内容と評価 

項目 内容 
評価 

（実践の過程・幼児児童生徒の姿・教職員の見方等） 

幼児児童生徒
の実態や課題、
目指す子ども
像や目標、方針
等の共有方策 

（１）学園内の全ての学校が、
年度当初から目指す子ど
も像・教育目標を共通化 

（２）学園内の全ての学校が、
学園経営方針を各学校の
経営方針へ位置付け 

（３）学園内の全ての学校が、
学園経営の課題・重点につい
て各学校の経営方針へ位置
付け 

（１）児童生徒の実態や課題などや目指す子ども像、目標
方針の共有について 

○年度当初の研修会は各校での開催となったが、峰山学園
の児童・生徒の実態から明らかにした経営方針を全教職
員で確認し、運営ができた。 

○児童・生徒の状況については、各会・部会で共通理解を
図り、取組に生かしている。担任会でも、児童の状況に
ついて交流を行ったり、指導方法等を学び合ったりして
いる。 

（２）学校経営及び進行管理 
○月 1回の定例経営会議を校園長会として開催し、学園内
の教育課題の把握・整理を行いながら、教育目標・目指
す子ども像の実現を目指して保幼小中一貫教育を意識
して経営を行うことができた。 

〇経営会議で、運営部会、教育課程部会、生徒指導部会、
教育支援部会、学習指導部会の取組等を把握することが
できた。 

○担任会の実践を進めるために、担当校長・教頭、教務主

授業の中で目指す児童生徒の姿（３目標） 
①自己決定をしている 
②自己存在感を感じている 
③共感的な人間関係をはぐくんでいる 

そのための指導方法 （３視点） 
①主体的に活動する場面が設定された授業 
②本時の目標が明確で「わかる」授業 
③学びを深める多様な学習形態を取り入れた授業 
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任が担任会に入り、中学校数学科の教員が５・６学年担
任会に加わっている。また小中の教務主任が担任会に加
わることで、学習指導部会と連携した組織となり、より
充実した活動ができた。 

〇担任会が研究組織として機能していくことを年度当初
に学習指導部会で確認し活動を進めたことにより、一貫
教育の取組の見直しを行うことができた。単元総括テス
ト作りを通して、単元の指導構想、教材観、評価観、指
導カ観に繋がる論議を通して教師の指導力向上に繋が
る一助となった。また５・６年担任会では、中学校数学
科担当の先生からの意見や指導の実態を聞くことがで
き、小から中に繋がる指導の一貫性をより意識すること
ができた。 

〇１年担任会後半には、こども園から園長、担任が参加し
保幼小の接続がスムーズにいくように連携を深めた。接
続を意識したこども園の実践から小学校の指導を振り
返る機会となった。 

就学前から中
学校卒業まで
を見通して一
貫した指導、教
育課程 

（１）自己肯定感を育てる授業
づくり・生活づくり 

（２）汽水域を中心とした教育
課程の編成と一貫した指
導 

（３）単元総括テストの作成と
交流 

（４）京丹後市保幼小中一貫教
育モデルカリキュラムの
積極的な活用 

（５）学力充実期間等の設定 
（６）中１ふりスタ 

（中学校１年生集中振り
返り学習） 

（７）全ての学年でのふりスタ 
（８）家庭学習がんばり週間の

実施 
（９）中学校体験授業 
（10）「５年生・６年生の心構

え」の検討 
（11）二分の一成人式（小学校

４年生）、立志式（中学校２
年生） 

（12）こども園、小学校の接続
を中心とし教育課程の編
成と一貫した指導 

（13）アプローチカリキュラ
ム・スタートカリキュラム
の実践と検証と改善 

（14）不登校にかかる事例研
「不登校の子どもと家庭
への小中連続した支援の
在り方について」の実施 

就学前から中学卒業までを見通した一貫した指導の充
実と教育課程編成を行う。 
 本年度も、０期、Ⅰ期～Ⅲ期をより意識した指導を行う
ことを年度当初で確認した。各校園では「（0）Ⅰ期～Ⅲ期
における『目指す姿』」（教育課程）を職員室に掲示する等、
担任会で峰山学園の児童生徒につける力の検討を行って
きた。このことが、一貫性・系統性のある教育課程による
指導につながっていく。 
（１）児童生徒の実態や課題、目指す子ども像の共有 
○経営会議で決定したことを各校へ持ち帰り、目指す子ど
も像の実現に向けて実践を積み上げることができた。 

（２）就学前から中学卒業までを見通して一貫した指導に
ついて研究を行った。 

○年間 12回校園長会を実施し、連携を深め、10年間を見
通した指導について取組を進めることができた。また、
教育支援部会へのこども園の参加、１年担任会（こども
園の参加）・教育課程会議の取組で、一貫した園児・児
童の支援を行うことができるようにしてきた。 

〇●こども園等から小学校へ、小学校から中学校への子ど
もに関わる情報については、個人情報であることを踏ま
えた対応と内容については、毎年確認をしてより良いも
のにしていく必要がある。アプローチカリキュラム・ス
タートカリキュラムも 1年担任会で検討し改善・実践す
る。 

〇本年度、教育目標、目指す子ども像の実現を目指して、
０期、Ⅰ期～Ⅲ期までの指導・支援の在り方について明
確にしようと確認をして教職員が、協働して指導・支援
を行ってきた。次年度以降もさらに０期、Ⅰ期～Ⅲ期ま
での指導・支援の在り方について明確にしていく。 

○指導の重点である確かな学力の育成では、生徒指導の３
機能を生かした授業づくりを各小・中学校で進めること
ができた。 

○１中学校４小学校だから実施する必要性がある「中学校
体験授業」等に取り組むことができた。また、「乗り入
れ授業（小中連携加配）」（体育）にも取り組むことがで
きた。 

●コロナ禍では「小学校合同校外学習」の実施は難しいが、
ICT 活用等の工夫をして可能な限り小小連携について
追究する。 

○児童生徒に基礎基本の力を身に付けさせるため、小４ふ
りスタ・６年生春季宿題の共通化・中１ふりスタ等の取
組を継続・充実させるとともに小 1～小 5までの各学年
の学習の振り返りにも取組を広げることができた。 

〇小中の家庭学習の在り方についてⅠ期の「与えられた課
題を確実にやり切る力」からⅢ期の「授業と関連した自
主学習の力」を付ける家庭学習の指導の改善を図った。
中学校の実践を参考に小５，小 6が使用する「家庭学習
週間シート」で目標に向かって自分で家庭学習計画を立
てる仕組みを整え実践を進めることができた。 



100 

 

○各校で積極的な生徒指導の取組として児童会・生徒会活
動等だけでなく、豊かな人間関係の構築を目指して学級
経営、授業の場で生徒指導の３機能を生かす視点を意識
した指導を行い、概ね落ち着いた状況で生活できてい
る。 

○生徒指導部会のアンケートを実施することで児童・生徒
の実態をつかみ、SNSに係る指導を小・中学校で進める
ことができた。 

●情報機器や SNSにかかる指導については、ＰＴＡとの連
携が今後も必要である。 

〇「二分の一成人式」「立志式」に取り組み、自分の将来
を展望する子どもたちを育てることができてきている。
学園としてねらいや趣旨を共通化して、育成すべき力の
実現を目指す。 

〇夏季研修会の全体会で教育支援部担当者から、中学校の
不登校傾向児童、配慮を要する児童生徒への組織的な対
応の具体を共通確認した。情報の接続の重要性、認識の
共通理解、対応の一貫性が未然防止に繋がっていること
を認識でき、小中の丁寧な連携が成果に繋がっているこ
とを確認できた。 

〇部会には SC、SSWの参加依頼も行い、対応を検討した。 
幼児児童生徒、
教職員の交流
と協働 

（１）目指す子ども像の実現・
目指す教師像の意識化に
向けた教職員の協働及び
教職員の交流 
ア 教職員の合同研修会・
実践交流の実施 

イ 授業を通した研修会 
ウ 担任会を通した研修 

（２）「集団の中で豊かに人と 
かかわる力」や「コミュニ
ケーション能力」を高める
ことを目的とした子ども
の交流を図る行事等の計
画・実施 
ア 峰山中学校合唱祭 
イ 部活動体験 
ウ 合同授業・学びの交流
等 

エ 体育祭等 
オ 生徒指導の３機能を
生かした「わかる・でき
る」授業実践 

カ 学校や地域の一員と
して主体的に参加する
取組 

○「『わかる』『できる』授業を推進するために小・中学校
で共通確認する指導の視点」「生徒指導の３機能を生か
した授業」について小中学校ともに各校で授業研究に取
り組み、授業改善を前進させることができた。 

○一部オンライン開催・誌上開催となったが、全教職員の
研修会での実践研究及び各部会での実践交流を通して、
教職員の交流及び共有化を図ることができた。 

○峰山中学校合唱祭（中止）・クリーンキャンペーン・部
活動体験・体育祭・ふれあい交流会等、児童生徒は交流
を通して中学校への不安を解消したり、自己肯定感を高
めたりすることができ、引き続き、取組内容等を検討し
実施していく。 

●感染予防が必要な中、小学校合同校外学習・合同授業等
を通して小小の交流を深め、豊かな学習を創り上げるた
めに何ができるか探っていく。 

●交流会が実施できない中、保幼小中の教職員及び峰山高
等学校との授業研究等を通して今後も連携を深めてい
く。 

家庭、地域との
連携、情報発信 

（１）家庭・地域への情報発信 
（２）学校支援ボランティアの

活用 
（３）家庭との連携 

○学園の課題（基本的な生活習慣や家庭学習習慣の確立、
ほめて育てる家庭教育等）と連携した峰山学園ＰＴＡ統
一目標を策定したり、具体的にＰＴＡ挨拶運動（峰山学
園ＰＴＡみんなでおはよう運動及び交通安全指導）を実
施したりすることができた。 

〇学校運営協議会を通じて学園の取組等を関連機関や地
域に発信してもらうことで、学園の取組への理解や安全
面での協力に広がりが見られるようになった。 

○学園だより・ホームページ・リーフレット等により学園
の教育活動を保護者・地域に丁寧に広報することができ
た。 

○学園内の教育活動の充実を図るために各校の希望を聞
き、地域性を生かした教育活動の展開を目指して積極的
に学校支援ボランティア等の活用を図ることができた。
コロナ禍で未実施となった取組もあるが人材のパイプ
が広がった。市民が、学校教育活動に積極的に参加でき
る取組を進めることができた。 

○ＳＮＳについて、各小中学校で実態に合わせてＰＴＡと
連携して取り組むことができた。今年度は SNS講演会も
小学生、中学生、保護者の３部制で実施できた。今後も
ＳＮＳに関わる指導をＰＴＡと連携して進めていく。 
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４ 今年度の成果と課題 改善方策 

成果と課題 改善方策 

≪成果≫ 
１ 児童生徒、教職員アンケート結果より 
・峰山学園の保幼小中一貫教育の成果は顕著に
現れ、峰山学園の児童生徒の課題解消や軽減
等は着実に進んでいる。 

２ 峰山学園の教職員のアンケートから、確実に
保幼小中一貫教育で目指している一貫した指導
が浸透してきていることが伺える。今年度は、
秋に授業研究会を実施でき、各校や学年会等で
授業について小・中学校の教員が学園の授業改
善の目標を意識して研究を進めている状況が確
認できた。 

３ 学園経営及び進行管理について 
・経営会議が運営会議、教育課程会議及び生徒
指導部、学習指導部などを統括する必要があ
り、組織改編を行った。 

・担任会の実践を進めるためにより機能的な組
織体制にして、担任会がより授業づくりの実
践推進を担うよう学習指導部と連携できるよ
うにした。 

・担任会の活動内容（総括テスト、学習の振り
返り）を明らかにし、授業改善や学力向上に
繋がる実践を取り組むことが出来た。 

・学園が標榜している授業改善の３つの柱（授
業を見る視点、生徒指導の３機能、目標と指
導と評価の一体化）に焦点化した実践を進め
ることができた。 

４ 10年間を見通した一貫した取組について 
・「目標と指導と評価の一体化」を具体化するた
めの実践を担任会に位置付け学習指導部と連
携しながら（言葉の力の育成：思考する力・
判断する力・表現する力）に焦点を当てた評
価テストの作成等に取り組むことができた。 

・生徒指導の３機能を育む授業の推進に向け
て、学習指導部会と生徒指導部会が連携し、
授業研究会等での実践交流を通して、授業改
善を図ることができた。 

５ オンラインではあったが、夏季研修会の全体
会の中で、峰山学園が研究指定を受けてから
10年間、小中一貫教育に係る取組を展開し、
大きな課題であった学力の向上、不登校の改
善についての成果を全教職員で確認すること
ができた。 

・10年間を見通した連携・一貫した指導となる
よう分掌や分掌の任務の改善を進める。特に、
「(０)Ⅰ期～Ⅲ期に目指す姿」を強く意識を
し、各期に身に付けさせる力を明らかに指導
することができた。 

・児童生徒に基礎基本の力を身に付けさせるた
め、小４ふりスタ・６年生春季宿題の共通化・
中１ふりスタ等の取組を継続・充実させると
ともに小 1～小５までの各学年の学習の振り
返りにも取組を広げることができた。 

・各校で積極的な生徒指導の取組として児童
会・生徒会活動等だけでなく、授業にも生徒
指導の３機能を生かそうとすることで、コミ
ュニケーション能力を高めることができてき
ている。また、「二分の一成人式」「立志式」
にも取り組み、成長を実感し自分の将来を展
望する子どもたちを育てることができてきて
いる。 

・「小中学校で共通確認する指導の視点」に基づ
き、各校で実態に応じた授業づくりに関わる

≪改善方策≫ 
○令和４年度は、現体制（１中学校４小学校２こども園
の組織図及び組織体制）で運営していく。 

○担任会の取組の継続・発展 
 担任会…今年度の体制を維持し次の内容に取り組む。 

①学年の学習内容の復習のための課題づくり 
②目標と指導と評価の一体化を具体化する総括テ
ストづくりをすることによる指導力の向上を図
る。 

③０期～Ⅲ期の指導目標を踏まえた指導の充実を
図る。 

〇小４（Ⅰ期とⅡ期の節目）に」焦点化して研究推進し
てきたが、今後それぞれの節をより確かなものにする
ために研究・実践の幅を広げていく。6・3制のもとで
定着している教育課程の意識や行事・取組等を検討し
小中一貫した教育課程の無理のない移行を図る。 

〇こども園から小学校への連続性、効果的な接続の在り
方について今後より一層重点的に取り組み、学園の保
幼小一貫した教育の実践を目指して研究を推進して
いく。 

○小・中学校教員の研修会 
授業づくりを中心とした協議を行い、小中学校で指導
力の向上を図る。 

○令和４年度の目指す子ども像・教育目標・目指す教師
像について、保幼小中一貫教育推進の手引きをもとに
検討を行う。 

 
【令和４年度】 
１ 目指す子ども像 
  意欲を持って自ら学ぶ子ども（知） 
  思いやりのある子ども（徳） 
  進んで心と体を鍛える子ども（体） 
２ 教育目標 
「自己肯定感を持ち、自分の将来を展望し、共に学ぶ
子の育成」 

３ 目指す教師像 
  教育的愛情と、使命感・情熱に満ちている教師 

人間的魅力にあふれている教師 
高い「専門性」と「授業力」を持ち、確かな学力
をつけることができる教師 
児童生徒、保護者、同僚、地域の人から信頼され
る教師 
「京丹後」への理解と愛情と、国際的な視点に立
った教育を進めることができる教師 

４ 学園経営方針 
（１）一人一人が自己肯定感を持ち、いきいき活動する

学園【児童・生徒】 
  ア 自分の将来を展望し、意欲を持って学ぶことが

できる取組を進める。 
  イ 自分の思いや考えが表現でき、共に学び、思い

やることができる取組を進める。 
  ウ 粘り強く挑戦し、自らの心や体を鍛えることが

できる取組を進める。 
（２）「中学校卒業時の子どもの姿」に全教職員が責任

を持つ学園【教職員】 
ア 児童生徒の願い・希望・悩みに正面から向き合

い、共感的理解と指導に努める。 
  イ 「わかる」「できる」授業・生活の創造に取り

組み、専門性の向上を図る。 
  ウ 10 年間を見通して、一貫性・系統性のある指

導を行う。 
  エ 互いに学び合い、協働的な教育活動を展開する

組織を構築する。 
  オ 保護者や地域の人達と連携して児童生徒の社

会的自立を図る指導を進める。 
（３）保護者・地域に信頼される学園【保護者・地域】 
  ア ＰＴＡ・地域と連携した自己肯定感を高める取

組を進める。 
  イ 保護者・地域へ双方向の情報発信を行う。 
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研究を進め、秋季研修会で小学校 2校の授業
研究会を行った。具体的な児童生徒の姿から、
よりよい授業づくりの在り方について学び合
うことができた。協議を通して目指したい指
導生徒の姿や授業づくりで大切にしたい視点
を明確化したり共有化させたりすることが出
来た。 

・保幼小中一貫教育コーディネーターの役割を
明確にし、学園だより・ホームページ・リー
フレットの作成を行い、学園の教育活動を保
護者・地域に丁寧に広報することができた。 

・不登校の未然防止に向けて、学園内で気にな
る子どもの情報交流をすることで、幼児期・
学童期の過去の様子や家庭の情報などを得る
ことができ思春期の時期の変化に即した支援
や指導に繋がった。 

・現場ですぐに活用できる内容として、愛着障
害の特徴や種類、それに応じた支援等、重要
な事柄をＳＳＷの講義で学ぶことがきた。そ
れぞれのステージで移行支援シートを丁寧に
作成し、引き継いでいることも不登校の解消
につながっている。 

・SC・SSWの専門的な見立てからも学び、状況改
善に向けての取組を進めることができた。 

・相談部による校内サポートなど学校が組織と
して継続して支援をすることを推し進めてき
た結果、不登校の未然防止につながった。 

・SNS 講演会については、児童生徒向けと保護
者向けを実施できた、主催、運営等の役割分
担が整った。 

・コロナ禍ではあったが、ペアやグループでの
学習形態を計画的に取り入れることで、子ど
も達のつながりを育み、学習意欲の向上や不
登校の未然防止につなぐことができた。 

 
≪課題≫ 
１ 令和４年度学園経営に向けて 
（１）組織体制及び運営上の改善 
・10年間を見通した連携・一貫した指導となる
よう分掌や分掌の任務の改善を進める。特に、
０期～Ⅲ期に目指す児童生徒像を目指した指
導をさらに進める。 

（２）令和４年度に向けての重点的な課題・取組
の方向 

【教育目標・目指す子ども像・学園経営方針】 
・令和４年度についても、学園として教育目標
「自己肯定感を持ち、自分の将来を展望し、
共に学ぶ子」の実現に向けて、ＰＤＣＡサイ
クルで、学園経営を行っていく。 

【学園指導の重点】 
・特に「確かな学力の育成」に関する取組では、
「目標と指導と評価の一体化」を進めて行く。
小小連携で、単元末総括テストの作成・実施・
評価・改善に力を入れて取組を更に進める。 

・「目標と指導と評価の一体化」について、中学
校での実践のわかる化を進める。 

・夏季研修については、教職員の指導力量を高
めていく取組の大きな節としていく。特に、
保幼小中連携に焦点を当てた取組とする。 

・授業研究については、学習指導部会が中心と
なって「自己肯定感を高め、『わかる』『でき
る』授業を推進するために小・中学校で共通
確認する指導の視点」「目標と指導と評価の
一体化」「生徒指導の３機能を生かした授業」
を基に行う。小中全教職員が授業研究にかか
わるためにも、各校で視点を明確にした実践

  ウ 市民が学校の教育活動を積極的に支援する取
組を進める。 

○学園指導の重点 
指導の重点「確かな学力の育成（授業研究）」「コミ

ュニケーション能力の育成（生徒指導・特別活動」「評
価を見通した取組の充実」を各小・中学校の教育活動
や校内研究・研修に位置付ける。 
（０）Ⅰ～Ⅲ期における「目指す姿一覧」を意識し

た指導を今後も積極的に行う。 
（１）確かな学力の育成 

生徒指導の３機能を生かした「わかる」「できる」
授業を行い、自己肯定感を高めるため、学園で共通
させる指導の目標と視点を踏まえて、小学校から中
学校まで一貫した実践を進める。（授業研究） 

   ※「確かな学力」を、峰山学園では、「生きて働
く知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」
「学びに向かう力・人間性等」を総合したもの
と捉える。 

ア 生徒指導の３機能を生かした授業を進める 
授業の中で目指す児童生徒の姿 （３目標） 
①自己決定をしている 

     ②自己存在感を感じている 
     ③共感的な人間関係をはぐくんでいる  

そのための指導方法 （３視点） 
     ①主体的に活動する場面が設定された授業 
     ②本時の目標が明確で「わかる」授業 
     ③学びを深める多様な学習形態を取り入れ 

た授業 
イ 目標と指導と評価の一体化を進める 

   （ア）目標から単元総括テスト作成し、それを踏
まえた指導計画と授業設計 

   （イ）単元総括テストの蓄積と検証 
  ウ ICT・ロイロノートの活用をすることにより、

生徒指導の３機能（３目標・３観点）を生かす
とともに「対話的・主体的で深い学び」の実現
を目指した授業づくりを行う。 

（２）コミュニケーション能力の育成 
   確かな学力を育成する授業実践と連動し、言葉の

力の育成を土台として生徒指導の３機能を踏まえ
た就学前から中学校まで一貫する積極的な生徒指
導を進める。（生徒指導・特別活動） 

  ア 生徒指導の３機能を生かした教育活動（積極的
な生徒指導） 

  イ 自己肯定感を高める取組（特別活動） 
   （ア）学校や地域の一員として主体的に参加する

取組 
   （イ）集団の中で豊かに人と関わることができる

取組 
   （ウ）一人一人の居場所を確保し不登校の解消に

つな 
ぐ取組 

（３）評価を見通した取組の充実 
  ア 学園評価・学校評価結果に基づく学園経営の充

実 
  イ 教育評価・指導評価結果に基づく教育実践の改

善 
〇 保幼小中一貫教育の具体的な内容 
１ 児童生徒の実態や課題、目指す子ども像や目標方針

の共有に向けて 
（１）学園内の全ての学校が、目指す子ども像・教育目

標を共通化 
（２）学園内の全ての学校が、学園経営方針を各学校の

経営方針へ位置付け 
（３）学園内の全ての学校が、学園経営の課題・重点に

ついて各学校の経営方針へ位置付け 
２ 就学前から中学校卒業までを見通して一貫した指

導、教育課程 
（１）峰山学園の目指す子ども像を見通した指導と教育

課程の作成 
  ア 自己肯定感を育てる授業づくり・生活づくり 
  イ 汽水域を中心とした教育課程の編成と一貫し

た指導 
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を積み上げる。 
・一人 1台タブレットの導入に伴い、ロイロノ
ートの活用が幅広く図られ「主体的・対話的
で深い学び」の実現を目指して授業改善が行
われた。今後は 9年間の指導の系統性を整え、
さらなる効果的な活用を推進する。 

・「確かな学力の育成」「コミュニケーション能
力の育成」では、「言葉の力の育成」に焦点を
当てた実践を進める。 

・不登校の解消に向けて、今年度の取組を継続
するとともに、関係機関との連携を更に深
め、個に応じた対応から社会的自立につなぐ
指導を展開する。 

・生徒指導部会では、各校で取り組まれている
積極的な生徒指導の取組を交流し、コミュニ
ケーション能力を育成し、豊かな人間関係の
構築を目指す。同時に、指導者として各学年・
発達段階に応じてそのためにどのような手立
てが必要か検討していく。 

・「５・６年生の心構え」について年度初めに共
通確認し、学園で足並みをそろえた指導を行
うことができた。 

・特別支援を要する生徒が繰り返し問題行動を
起こすなどの特徴が見られる。指導や支援の
方法をより一層工夫・連携していく必要があ
る。 

・学園評価について、方針に基づいて早い段階
から、評価の計画・見通しを持ち、学園学校
運営協議会での評価により指導の改善を図
る。 

・教育評価（総括テスト等）から、教育指導を
実践していく。ゴールや出口を明らかにする
ことでより質の高い取組を行う。 

・保護者、地域の方々の評価については変更を
加える。 

 
 

【保幼小中一貫教育の具体的な内容】 
・０期・Ⅰ期～Ⅲ期の実践を明確にし、小中一
貫教育の姿を確認する。 

 
（３）令和４年度に向けての年間計画・行事の見

直し 
  コロナ禍で制限もあり配慮が必要だが、保幼

小中一貫教育の取組を継承・発展する視点と、
実態に応じて見直す視点をもつ。 

 

・小６児童の不安感や中１生徒の困り感の再検
証峰中（中１）ギャップの捉え直し 

・単元総括テストの作成と交流と検証 
・京丹後市保幼小中一貫教育モデルカリキュラ
ムの積極的な活用 

・学力充実期間等 
・乗り入れ授業 
・小学校高学年での一部教科担任制(音楽科) 
・中１生集中振り返り学習 
・全ての学年でのふりスタ 
・中学校体験授業（年２回） 
・二分の一成人式（小４）、立志式（中２） 

ウ ０期Ⅰ期～Ⅲ期の目指す姿を達成できる指導
について協議、実践していく。 

 ・新学習指導要領で児童生徒を主語にして授業改
善の視点が示されていることを踏まえ、現在の指
導方法を中心とした「小中学校で共通確認する指
導の視点」について見直しを行う。 

 ・「５・６年生の心構え」については、児童生徒
の実態を踏まえ、検討を継続していく。 

エ 園小接続を中心とした教育課程の編成と一貫
した指導 
・アプローチカリキュラム・スタートカリキュラ
ムの実践と検証 

３ 子ども、教職員の交流と協働 
（１）「目指す子ども像」の実現・「目指す教師像」の意

識化⇒教職員の協働及び教職員の交流 
ア 教職員の合同研修会・実践交流の実施 

  イ 授業を通した研修会 
ウ 担任会を通した研修 

（２）「集団の中で豊かに人と関わる力」や「コミュニ
ケーション能力」を高めることを目的とした子ど
もの交流を図る行事等の計画・実施 

ア 峰山中学校合唱祭 
イ 部活動体験 
ウ 合同授業・学びの交流等 
エ 峰山中学校体育祭 
オ 生徒指導の３機能を生かした授業実践 
カ 学校や地域の一員として主体的に参加する取
組 

キ クリーンキャンペーン 
ク SNS講演会（峰山学園主催、運営：運営会議・
峰山学園生徒指導部） 

４ 家庭、地域への積極的な情報発信 
（１）峰山学園学校運営協議会による評価の実施と学園

の目標、教育活動の保護者・地域住民への積極的
な情報発信 

（２）中学校区の家庭教育の課題（基本的な生活習慣や
家庭学習習慣の確立、ほめて育てる家庭教育等）
を踏まえた「峰山学園」ＰＴＡ統一目標の設定 

（３）「峰山学園」ＰＴＡ統一目標に沿った校区全体及
び各学校での具体的取組の計画・実施 

（４）学園の教育活動に支援体制（学校支援ボランティ
ア等）の機能化と充実 

（５）SNS講演会（保護者向け）については、小中一貫
校 PTAの取組として位置付け、各校 PTAの計画等
にも組み入れる。地域にも発信し地域と連携した
取組に広げていく。 
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（別紙様式2） 

令和３年度 大宮学園保幼小中一貫教育報告書 

 

１ 「目指す子ども像」、教育目標 

（１）教育目標 
自他を尊重し、自ら学ぶ 子どもの育成 

（２）目指す子ども像 
○ 意欲的に学び、チャレンジする子ども（知） 
○ 自他を大切にし、思いやりのある子ども（徳） 
○ 心身を鍛え、活動的な子ども（体） 

 

２ 保幼小中一貫教育として解決を目指す重点課題、取組の柱とする内容 

（１）経営の重点・連携教育活動の重点 

  ①連携・体験活動の充実を経営の重点とし、『ＩＣＴを活用した精選（効果的・効率的視点での充実・改

善）と教職員のニーズへの対応』をキーワードとする。 

  ②保幼小、小中へのより円滑な接続のための連携教育活動を新型コロナ感染症の状況を見定めながら実

施していく。 

（２）「育成すべき基盤となる力」としての人権教育・特別活動の充実 

  ①全ての教育活動で「ことばの力」「思いやる心」「つながる力」を育成する。 

  ②「ことばの力」「思いやる心」「つながる力」の育成のための授業づくりと特別活動の充実を進める。 

（３）ＩＣＴの積極的活用も含めた連携教育活動の充実 

  ①汽水域を中心とした効率的・効果的な連携教育活動の精選・充実を図る。 

  ②汽水域以外の連携教育活動を創造する。 

（４）大宮学園授業研究・合同研究の充実 

①「主体的・対話的で深い学び」の実現による授業改善を目指した授業研究を行う。 

②全教科・教科外指導力の向上を目指した合同研究（教職員のニーズに応じた研修）を推進する。 

（５）学園経営と各校経営の円滑な推進のための学園組織体制・組織運営 

①学園経営的会議（経営・運営・教育課程）の効率的な運営を行う。 

②各部会の組織的・効率的な運営を行う。 

③学園予算策定・執行の組織的・効率的な運営を行う。 

（６）外部連携の仕組みの強化・充実 

  ①学園広報の強化・充実に努める。 

  ②大宮学園小中一貫校ＰＴＡ、園所保護者会との効率的な連携を進める。 

  ③大宮学園学校運営協議会での熟議と具体的活動（見守りとセットのあいさつの取組）を推進する。 

 

３ 保幼小中一貫教育の具体的な内容と評価 

項目 内容 
評価 

（実践の過程・幼児児童生徒の姿・教職員の見方等） 

幼児児童生徒

の実態や課題、

目指す子ども

像や目標、方針

等の共有方策 

(1) 学園内の全ての園・学校が、教育

目標、目指す子ども像を共通化する。 

(2) 学園内の全ての園・学校が、学園

経営計画を各校の経営計画へ位置づ

ける。 

(3) 学園内の全ての園・学校が、学園

の子どもの実態・課題、学園重点方

針等を各校の経営計画へ位置づけ

る。 

(4) 学園保幼小中一貫教育推進部会

による理論・実践研究成果を各校に

波及させる。 

(1) 学園教育目標及び目指す子ども像に向けて、

学園内の２園所、３校での共通化に取り組んだ。 

(2) 学園経営計画を各園所、学校の経営計画に位

置付け、経営の充実に取り組んだ。 

(3) 学園教育課題、各会議・部会の推進状況を把

握し、学園経営を統括し、一貫した教育指導・活

動の充実に努めた。 

(4) 最大の課題となる不登校について、共通認識

と連携の在り方について協議を重ね、指導支援に

生かした。特に、教育支援部会で事例研究を通し

て不登校への理解と支援の在り方について研修

を積み重ねることができた。 

(5) 引き継ぎシートを活用した児童生徒の支援の

引き継ぎを丁寧に行うとともに、SC や SSW の活

用を進めた。 
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就学前から中

学校卒業まで

を見通して一

貫した指導、教

育課程 

(1)大中校区保幼小中一貫校教育課程

の編成 

①汽水域指導プログラムの推進等 

・小中学校での乗り入れ授業の計

画・実施（加配の活用） 

・５・６年生での一部教科担任制 

・中学校授業体験（年２回） 

②Ⅰ期・Ⅱ期・Ⅲ期の学習への円滑

な接続 

・アプロ―チプログラム、小１ス

タートカリキュラム（５歳児担

任・１年担任） 

・夢・未来式の実施（小４年生・中

３年生） 

・小４・中１ふりスタ 

・中学校定期テスト模擬体験 

・春季休業中の共通宿題（６年生） 

③家庭学習の充実 

・家庭学習の統一手引き 

・家庭学習がんばり旬間 

(2)学力充実向上に関する取組の進行

管理 

①学力調査と分析 

②学力向上のための授業充実・授業

力向上 

(3)生徒指導・教育相談に係る情報の共

有と連携 

①５・６年生の心得、共通の生活の

決まり 

②情報モラル教室 

③保幼小中連携シート 

(4)モデルカリキュラムに係る推進 

(1)大中校区保幼小中一貫校教育課程の編成につい
て 
①汽水域指導プログラムの推進等について 
・小中連携加配の乗り入れ授業（音楽）と英語
専科教員による外国語の授業を実施し、児童
の実態把握や指導に効果があった。 

・人権教育加配が小学校での学習補助にあた
ることで、児童支援や児童の状況把握に効果
があった。 

・体験入学や授業体験の実施により、入学への
楽しみや期待につなげることができた。 

②Ⅰ期、Ⅱ期、Ⅲ期の学習への円滑な接続につい
て 
・保園と小学校との連携のもと、小１プロブレ
ムの解消に向けての取組を行うことができ
た。 

・小４と中３で、夢・未来式に取り組んだ。 
・６年生を対象に中学校定期テスト模擬体験
（数学）を実施し、中学入学後のテストに係
る不安解消に向けて取り組んだ。 

③家庭学習の充実について 
・家庭学習の手引き、家庭学習がんばり旬間に
より、家庭学習習慣の向上に取り組んだ。 

(2)学力向上に関する取組の進行管理について 
①学力充実部に新しく学習指導主任や研究主任
を加えてで学力分析を行うとともに、視点を明
らかにした大宮学園授業研究会を行い、授業づ
くりに取り組んだ。 

②教科指導の連携・接続を目指し、担任会、小中
連携による指導研究に取り組んだ。 

(3)生徒指導・教育相談の一貫・接続 
①学園として小中各校、一貫校 PTAで情報モラル
学習を実施し、SNSの安全な利用について学ぶ
ことができた。 

②事例研究、引き継ぎシート等の充実に取り組め
た。 

(4)モデルカリキュラムに係る推進について 
①学園としてモデルカリキュラムをもとにした
授業の実施を行った。（新型コロナの感染状況
を注視しながら） 

②今後もモデルカリキュラムに係る研究を推進
していく必要がある。 

幼児児童生徒、

教職員の交流

と協働 

(1) 連携・体験活動 

①人権意見発表会（学校毎） 

②合唱祭  ③体育祭 

④部活動体験  ⑤体験授業 

⑥花いっぱい運動（学校毎） 

(2) 幼児・児童・生徒交流活動 

①児童会・生徒会交流活動 

②挨拶運動  ③生徒会アドバイス 

④児童会・生徒会スローガン 

⑤園児と中学生との合同避難訓練 

(3) 教職員の交流と協働 

①担任会（小小担任会、１年担任と

５歳児担任、６年担任と中１担任） 

②授業研究に向けた取組の推進 

③合同研修・実践交流会の実施 

(1) 連携、体験活動、幼児・児童・生徒交流につ
いて 
①コロナ感染防止による連携・体験活動の精選や
変更を行わざるをえなかった。（合唱祭・体育
祭は中学校のみで実施） 

②児童会・生徒会交流活動、挨拶運動（ハイタッ
チモーニング）、部活動体験等、状況を判断し
ながら実施できた。 

③オンラインでの交流も実施でき、今後活用がさ
らに求められる。 

(2) 教職員の交流と協働について 
①合同授業研究会や子ども園保育所の公開を通
じて、幼児から小中学校への接続やその意義、
授業研究の一貫性等大きな学びがあった。 

②３部会での現状分析、実践交流に取り組んだ。 
③保幼小中教員の交流は一定進んだが、勤務の関
係で保育所・こども園の先生方との交流が難し
い。 
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家庭、地域との

連携、情報発信 
(1) 中学校区の家庭教育課題を踏ま

えた大宮学園」ＰＴＡ統一目標の策

定 

(2) 大宮学園ＰＴＡによる「家庭のや

くそく」の取組 

(3) 大宮学園ＰＴＡ統一目標に沿っ

た校区全体及び各学校での具体的取

組の計画・実施 

(4) 大宮学園運営協議会（大宮学園コ

ミュニティ・スクール）への動きづ

くり 

(5) 「大宮学園」学校評価の実施と保

護者・地域住民への啓発 

(1) 大宮学園ＰＴＡの目標策定とともに、配布済

の「令和版家庭の心得」を啓蒙することができた。 

(2) 大宮学園ＰＴＡ事業計画に基づき、「元気にお

はよう挨拶運動」や「情報モラル学習会」等、計

画的に実施することができた。 

(3) 大宮学園運営協議会との協働を進め、「見守り

とセットの挨拶の取組」を広く大宮地域に波及で

きるよう取組を進めた。会員の皆様の思いや期待

を運営に生かすことができた。 

(4) 学園だより、ホームページの更新等で、教育

活動の発信に努めた。 

(5) 学園評価を実施し、今後に向けた評価をいた

だいた。 

 

４ 今年度の成果と課題 改善方策 

成果と課題 改善方策 

【成果】 

(1) 学園教育課題、各会議・部会の推進状況を把握し、

学園経営の統括、一貫した教育指導・活動を充実さ

せることができた。 

(2) 経営会議の方針のもと企画運営会議が運営し、教

育課程会議等各会議で一致して進めるシステムがさ

らに機能してきた。 

(3) すべての教育活動で「ことばの力」「思いやる力」

「つながる力」の育成に向けて取組を推進すること

ができた。 

(4) 視点を明確にした授業研究会や夏季研でのこど

も園保育所の公開を通じて、幼児から小中学校への

接続やその意義、授業研究の一貫性等大きな学びが

あった。 

(5) 保幼小中の不登校状況である園児や児童生徒、配

慮や支援の必要な子どもの状況を共通認識し、支援

の在り方を探ることができた。 

(6) 不登校及び不登校傾向児童生徒に絞って事例研

究を進めることで不登校に陥る背景の多様さと小中

学校で配慮すべきポイントについて共通理解を進め

ることができた。 

(7) 学園の経営会議（校長）、運営会議（教頭）の両方

で担当指導主事から具体的な資料を基に不登校の状

況について確認する機会が設けられることで、教育

支援部を中心として事例研究を通して不登校児童生

徒の理解と支援について研究を深めることができ

た。 

(8) 校種間連携の必要性への意識が高まり、大宮中学

校の小学校在籍時の欠席状況の情報提供（未然防止

の観点）及び不登校傾向となった生徒に絞った小学

校在籍時の学習の状況や欠席状況の情報提供（早期

対応の観点）が進んだ。 

(9) 大宮学園運営協議会では、積極的で意義ある取組

を進めていただいた。（見守りとセットのあいさつの

取組） 

(10) 新型コロナ感染防止の視点でいろいろな対応が

求められる中、経営会議を中心として情報を共有し、

共通認識を持って学園経営を行うことができた。 

【課題】に対して 

(1) 学園評価を受け、保幼小中一貫教育の３つの

目的の共通理解を丁寧に行い、その共通理解に基

づき、大宮学園保幼小中一貫教育の目標、教育指

導の重点、教育指導・活動の充実を図る。 

①市の教育課題改善のため、保幼小中一貫教育の

目的についての共通理解を当初全体会で確実

に行う。 

②その具現化に向け焦点化した大宮学園保幼小

中一貫教育の重点策定を行う。 

ア 確かな学力の育成に向けて、「言語活用カ

リキュラム」の具体的指導の一貫性を図る。 

イ 人権意識の育成に向けて、「人権教育カリ

キュラム」を実施する。また、実施に向けた

協議を大切にする。 

ウ ICTの積極的活用も含めた連携・体験活動

を充実させる。 

エ 目指す子ども像の実現を見通した教職員

の交流と協働を進める。 

(2) 大宮学園保幼小中一貫教育の目標・教育指導

の重点を踏まえ、一貫した教育指導・教育活動を

一層充実させるための学園経営の充実を図る。 

①教職員の保幼小中一貫教育の意識を向上させ

る。事業の継続から指導の一貫性へのステップ

アップを図る。 

②「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指し

た授業改善について、焦点を絞って研究を推進

する。 

③「言語カリキュラム」と「人権カリキュラム」

を一貫した指導の内容面として捉え、日々の授

業の中で生かしていく。 

④連携教育活動を効果的・効率的に進める。 

⑤担任会・教科部会等を効果的・効率的に進める。 

(3) 不登校にかかる状況の把握、不登校児童生徒

への指導支援の在り方と連携について学園とし

て取組を進める。 
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(11) コロナ禍ではあったが、小中連携事業の他、小

小連携、幼保連携も可能なことを実施でき、継続し

た取組にできた。 

 

【課題】 

(1) 学園評価を受け、保幼小中一貫教育の３つの目的

の共通理解を丁寧に行い、その共通理解に基づき、

大宮学園保幼小中一貫教育の目標、教育指導の重点、

教育指導・活動の充実を図る。 

(2) 大宮学園保幼小中一貫教育の目標・教育指導の重

点を踏まえ、一貫した教育指導・教育活動を一層充

実させるための学園経営の充実を図る。 

(3) 不登校・特別支援教育・就学指導に係る学園課題

に対して、さらに実践研究を積み重ねる。 

(4) 教育支援が必要な幼児・児童生徒や、特別支援及

び教育相談における校種間連携の仕組みを整え、校

種間の円滑な接続を推進する。 

(5) 大宮学園運営協議会（学園コミュニティ・スクー

ル）との協働をさらに進め、より地域とともにある

学園（学校）を目指すとともに、地域に根差していく

ための工夫を考える。 

①児童生徒の円滑な接続のための個別記録の活

用及び不登校・不登校傾向児童生徒に特化した

事例研究を継続して行う。 

②教育相談、不登校、家庭支援に係る情報交流と

指導の在り方について継続して研究を進める。 

(4) 保幼小連携事業・保幼中連携事業・小小連携

事業・小中連携事業を通した接続連携を強化す

る。 

(5) 大宮学園運営協議会の来年度の方向性を踏ま

え、来年度当初の協議会で具体的な提案を行い、

活動を通してより地域とともにある学園（学校）

を目指す。 

(6) 新型コロナ感染防止を徹底し、経営会議が各

会議・部会の進捗状況を把握し、事業や取組を推

進していく。 
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（別紙様式2） 

令和３年度 網野学園保幼小中一貫教育報告書 
 

１ 「目指す子ども像」、教育目標 
【目指す子ども像】 
  あ：明るく元気に進んで学ぶ子  【知】意欲的に学習に取り組む子ども 
  み：みんななかよく支え合う子  【徳】規範意識をもち、仲間と支え合う子ども 
  の：のびのび生き生きやりぬく子 【体】粘り強く心身を鍛え、やり抜く子ども 
【教育目標】 
  将来に夢と希望をもち、郷土を愛し、知・徳・体の能力を伸ばす子どもの育成を図る教育の推進 

 

２ 保幼小中一貫教育として解決を目指す重点課題、取組の柱とする内容 
(1) 確かな学力の育成 

ア 主体的に学ぶ力とコミュニケーション能力の育成 
 (ｱ) 生徒指導の３機能を生かした「わかる」「できる」授業の実現 
 (ｲ) 指導と評価の充実（指導と評価の一体化） 
 (ｳ) ICTの活用による授業改善 
(ｴ) Ⅰ期、Ⅱ期、Ⅲ期のゴールの姿となる指標づくり 

イ  補充学習の充実 
 (ｱ) 基礎基本を定着させるための個別補充学習 

  ウ  家庭学習の充実 
(ｱ) 授業とつながる自主的な家庭学習の実現  (ｲ) 家庭と連携した学習習慣の定着の取組み 
(ｳ) 家庭学習の指標づくり 

(2) 規範意識の醸成 
ア 学習規律の確立   イ 生活習慣の確立 

(3) 豊かな人間性の育成 
ア 自尊感情の醸成   イ コミュニケーション能力の育成   ウ 将来を展望する力の育成 

 

３ 保幼小中一貫教育の具体的な内容と評価 

項目 内容 
評価 

（実践の過程・幼児児童生徒の姿・教職員の見方等） 

幼児児童生徒

の実態や課

題、目指す子

ども像や目

標、方針等の

共有方策 

ア 学園内の全ての学校園所が、教育目

標、目指す子ども像の共通化 

イ 学園内の全ての学校園所が、学園経

営方針・目指す子ども像の経営方針

へ位置付け 

ウ 学園内の全ての学校園所が、「これ

だけは！」の各学校園所の経営方針

へ位置付け 

〇学園経営の基本方針に基づいた「重点的な取組
み内容」「行動連携」を具現化するために、経営
会議で確認したことを、各会議・部会等で年間
計画に沿って取り組み、目指す子ども像の実現
に向けて実践を積み上げることができた。ま
た、今年度より事務部会の部長が経営会議に出
席し、学園の経営に参画することができた。 

〇学園評価アンケートを実施・分析を行い、次年
度の計画の改善に活かすことができた。 
【網野学園児童生徒アンケートより】 
児童生徒アンケート肯定率 80％以上の項目数 

 小１（19/19）小２（10/19）小３（16/19） 
小４（18/19）小５（12/20）小６（19/20） 
中１（15/20）中２（14/20）中３（15/20） 
概ね肯定的に捉えている学年が多い。 
・中学校は授業規律が身に付いてきている。自
分で考え行動する力に繋がっており学校とし 
ての指導や取組みが成果として表れている。 

＊学校のきまりを守る。 
1年:100％ ２年:99％  ３年:99％ 
＊時間を守る     

  1年:96％  ２年:98％  ３年:98％ 
＊服装や姿勢      
１年:96％  ２年:97％  ３年:92％ 

・小学校においては、学年間、各学校間の差が 
見られる。 

〇「網野学園保幼小中一貫教育だより」「網野学園
保幼小中一貫教職員だより」「網野学園学校運営
協議会だより」を通して、各学校園所・各部
会・学校運営協議会の取組みを共有することが
できた。 

就学前から中

学校卒業まで

を見通して一

貫した指導、

教育課程 

ア ０期、Ⅰ期、Ⅱ期、Ⅲ期の指導目標

を踏まえた系統的な指導 

・Ⅰ期、Ⅱ期、Ⅲ期のゴールの姿とな

る指標づくり 

〇児童の実態を学年部会で交流しながら指標につい
て協議し、推進会議を中心にⅠ期、Ⅱ期、Ⅲ期の
ゴールの姿となる指標を作ることができた。 

〇小学校から中学校への円滑な接続を目指し、「６
年生中学校部活動体験」「６年生中学校授業体
験」を行った。今年度は、部活動体験を６月に
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・学力向上システムプログラムの見

直しと活用 

・学力充実月間 

・家庭学習の手引きの活用・家庭学習

がんばり週間の取組 

・６年生中学校授業体験 

・６年生部活動体験  

・６年生単元総括テスト 

・６年生学年末テスト 

・６年生春季休業中の課題 

・中１ふりかえり集中学習 

・小４ふりかえり学習 

・京丹後市保幼小中一貫教育モデル

カリキュラムの積極的な活用 

イ 落ち着いた環境をつくるための規

範意識の醸成 

・「これだけは！」「これだけは！」（授

業編）の取組みの推進 

・生徒指導・教育相談に係る情報共有 

・乗り入れ授業、小小連携授業、小中

連携授業 

・アプローチプログラム・スタートカ

リキュラムの作成と実践、検証 

・長期モデルプランアプローチプロ

グラム・スタートカリキュラムの作

成 

ウ 思いやりをもち仲間と共に生きる

人間関係づくり 

・生徒指導の３機能を生かした教育

活動 

・アルミ缶回収・ボランティア活動 

・挨拶運動 

・不登校等学校不適応への対策及び

未然防止 

実施でき、中学校３年生が中心となった活動を
体験することができたことで、部活動への不安
解消と期待、部活動選択の一助に繋げることが
できた。また、中学校授業体験はもとより、
日々の小中連携加配教員による授業(算数科)を
小学５・６年対象に行ったことで、不安を軽減
し、中学校への憧れを抱くと同時に学習に向か
う力の高まりが見られるようになった。「６年生
中学校体育祭取組見学」については中止となっ
たため、映像等で取組みの様子が伝わるように
工夫した。 

〇情報モラルの学習について小学４年生と中学生
を対象に、篠原嘉一氏（NIT情報技術推進ネッ
トワーク）を講師にオンラインによる出前授業
が実施できた。ＳＮＳ、ゲーム等の使用におけ
るトラブルを知ることができ、今後の使用につ
いて見直すきっかけとなった。 

〇「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を保
幼小連携部で共有して連携を進め、短規モデル
プランスタートカリキュラム、短期モデルプラ
ンアプローチプログラムの実践や検証を行うこ
とができた。また、網野学園各園所の実態に合
わせてカリキュラムの編成を見直すことができ
た。 

〇今年度、保幼小連携部を中心に令和４年度版長
期モデルプランアプローチプログラム・スター
トカリキュラムを作成することができた。 

〇第２回全体研修会で各園所の公開保育参観を通
して実態を把握し、実践発表を通して教育・保
育について教職員一同が共通理解を図ることが
できた。 

〇小中合同アルミ缶回収ボランティアに取り組む
ことで、子どもたちは網野学園の一員であるこ
とを意識することができた。また、中学生が小
学校に出向き一緒に活動することで、児童会本
部役員にとっては、中学生が自信をもって思い
を表現し伝える姿に憧れをもち、目指す姿を学
ぶ機会になった。中学生にとっては、小学生が
一生懸命に取り組む姿を見て、アルミ缶回収に
取り組む意義を考える機会となった。また、小
学１年生から６年生までが中学生から小学校時
代に頑張ってほしいことを聴くことで、中学生
をより身近に感じることができた。 

〇不登校傾向及び不登校児童生徒について経営会
議や運営会議で状況を共有するとともに、教育
相談部を中心に事例研究会を行い、具体的な対
応について協議することができた。また、園所
から小学校へ、小学校から中学校への引継ぎシ
ートで確実に情報を引き継ぎ、スムーズな接続
ができるようにしている。今後も、10年間を見
通して、学校園所が家庭との連携を進めなが
ら、一人一人の幼児児童生徒が、学校園所に適
応できる力を身に付けていけるようにしていく
必要がある。 

幼児児童生

徒、教職員の

交流と協働 

ア 目指す子ども像の実現に向けた教
職員の協働及び教職員の交流 
(ｱ) 教職員の合同研修会・実践交流
の実施 

(ｲ) 授業研究会、園所参観を通した
研修 

(ｳ) 学年部会を通した研修 
イ 「自尊感情」と「コミュニケーショ
ン能力」の向上を目的とした交流事
業 
(ｱ) 6年生網野中学校合唱祭参加 
(ｲ) 6年生体育祭取組み見学 
(ｳ) 6年生部活動体験 
(ｴ) 合同校外学習及び学びの交流 
(ｵ) 小中合同交流事業（友だち交流
会等） 

(ｶ) 小学校体験授業時の１年生と
の交流 

(ｷ) ５歳児交流会 

〇６年生中学校授業体験は、各小学校の児童をグ
ループにして活動させたことで、個々の児童が
交流する機会となり、中学校入学後のイメージ
をより具体的にもつとともに、同学年の仲間を
知ることができ不安軽減に繋がった。 

〇推進会議が中心となり、「単元構想シート」に基
づいた授業改善を各校で進めることができた。
網野学園授業研究会を２回実施し、事後研究会
とともに実践交流を行い授業づくりについて協
議することができた。 

〇園所の先生方の授業研究会への参加、第２回全
体研修会等での公開保育・実践発表の実施によ
り、就学前から小学校への接続及び連続性のあ
る指導等について網野学園教職員への共通理解
を図ることができた。 

〇各学校で招聘した講師による講演や研修会へ参
加するなど、連携した学びの場を設定すること
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４ 今年度の成果と課題 改善方策 

ができた。 
〇保幼小連携部には校長、教頭それぞれ１名が入
り円滑な連携を進めることができた。 

〇養護部会を必要に応じて開催し、児童生徒の実
態等の共有を図ることができた。 

家庭、地域と

の連携、情報

発信 

ア 網野学園学校運営協議会の取組み 
(ｱ) 網野学園の教育や子育て環境
について学校・家庭・地域が目標や
課題を共有・協議し、具体的な取組
みを推進して学園の教育環境づく
りを進める。 

(ｲ) 網野学園保幼小中一貫教育の
推進に向け、学校（ＰＴＡ）園所（保
護者会）、家庭、地域社会が連携・
協働して取り組む。 

イ 京丹後市ＰＴＡ協議会網野小中一
貫校ＰＴＡの取組み 
(ｱ) 網野小中一貫校PTAとして、「学
園合同挨拶運動・交通安全運動」等、
一体となって取り組む。また、学園
の「目指す子ども像」の実現に向け、
保護者会とも連携して取り組む。 

(ｲ) どの家庭でも、幼児から大切に
する「これだけは！」（家庭編）の
取組み 
・ 基本的生活習慣の確立    
・ 規範意識の基礎の確立    
・ 家庭学習の習慣化 

(ｳ) 「子育て講演会（ゲーム・ネッ
ト講座）」を網野学園と網野学園小
中一貫校 PTAと共催で実施する。 

〇網野学園学校運営協議会を計画的に実施し、学
校・家庭・地域が一体となった必要な教育支援
について意見交流し、学校づくりへの参画意識
の高揚に繋がった。 

〇学期に一度、網野学園合同挨拶運動・交通安全
運動を設定して保護者だけでなく関係団体や地
域の方々と協力し、全ての学校で実施すること
ができた。 

〇どの家庭でも幼児から大切にする「網野学園
『これだけは！』（家庭編）」のリーフレットを
保護者に配布し、保護者へ保幼小中一貫教育で
大切にしたい視点を知っていただき、協力して
いただくことができた。 

〇保幼小中一貫教育学園コーディネーターが中心
となり、学園だより、ホームページ、リーフレ
ット等を通して、学園の教育活動を保護者・地
域に積極的に広報することができた。 

〇学校支援ボランティア等を活用し、網野町の住民
が教育活動に積極的に参加できる取組みを進め
ることができた。 

〇子育て講演会に篠原嘉一氏（NIT情報技術推進ネ
ットワーク）を講師とし、オンデマンドで動画配
信することができ、保護者が SNS等について学べ
たことは、家庭での生活習慣の確立を図る上で有
効であった。来年度は、講師を招聘して講演会を
実施したい。 

成果と課題 改善方策 

（１）組織体制及び運営上の改善 
 〇運営会議を定期開催し、学園内の教育課題を共

有し、教育目標・目指す子ども像の実現に向けた
経営を行うことができた。また、今年度より事務
部長が毎回参加することで、経費等の面からも
より一層保幼小中一貫教育を進めることができ
た。 

 〇学園経営の基本方針に基づいた「重点的な取組
み内容」「行動連携」を具現化するために、経営
会議が中心となり、各会議・部会等で組織的に進
めることができた。 

 〇運営会議、推進会議、領域部会の取組の進捗状況
を把握し、成果・課題を整理し、総合調整や改善
に努めた。 

 △各領域部会で、それぞれの課題に沿って計画的
に実施することができたが、生活習慣と SNS の
関連性等、領域部会等が連携して課題解決に向
けて検討していく必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）組織体制及び運営上の改善 
 〇経営会議は、今後も、学園内の教育課題、各会議・

部会等の動きを把握しながら、年間を通して課
題を整理したり、新たな取組みを提起したりし
て、的確な学園経営を行う。また、各会議・部会
担当校長・教頭は、経営会議に連絡報告及び決済
を受けながら、実践の方向性・到達点を明らかに
し、取組みを進める。 

 〇保幼小中一貫教育学園コーディネーターが、各
学校園所への訪問、各会議・部会への参加を行
い、状況把握と内容整理、調整を図る。 

 〇「確かな学力の育成」に向けた大きな柱として「主
体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業づ
くりを中心に研究を深め、実践を積み上げる。 

 〇網野学園の授業研究のテーマを基盤にして各校
の授業改善を図る。なお、授業研究の教科につい
ては、それぞれで決定し研究を深める。 

 〇児童生徒の生活習慣や SNS との関連性の改善に
向けて養護部会と生徒指導部会の連携を図る。 

〇保幼小連携部会の担当者が同一校にならないよ
う調整し体制を組む。 

 〇令和４年度、第１回研修会（５月 2日）第２回研
修会（８月 18日）第３回研修会（２月 17日）の
年３回の研修会を節目として研究を深める。 

 〇第２回全体研修会（夏季）については、網野学園
小中学校全教職員で園所参観を行い、幼児の実
態把握や教育・保育実践について共有化を図る。
また、網野学園教職員が学べる場として講師を
招聘し研修を深めていく。 

 〇学年部会については、年 4回実施する。（５月・
６月・７月・１月）授業日における開始時刻は午
後４時からとするが７月は午後３時からの設定
とする。各小学校の授業公開と関連させたり、計
画に沿った十分な準備をする等見通しをもった
りして運営し、限られた時間の中で学年部会の
研修の充実を図る。 

 〇小５，小６学年部については担任と中学校数学、
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（２）重点的な課題・取組について 
教育目標・目指す子ども像・学校経営方針について 
 〇教育目標及び目指す子ども像の実現に向けて

PDCAサイクルで学園経営を行うことができた。 
 〇園所で「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

を見通した実践研究を意欲的に進めた。また、網
野学園全教職員による園所参観及び全体研修会
での園所の実践報告を通して、園所の教育・保育
の理解を更に進めることができた。 

〇中学校卒業までの目指す姿の共有と系統的な教
育、一貫した指導の継続を行うため、推進会議を
もとに指標づくりをすることができた。 

〇重点的な取組内容として、平成 28年度より「規
範意識の醸成」「確かな学力の育成」「豊かな人間
性」に取り組んできた。行動連携「これだけは」
については基礎的なことでもあり、網野学園が
スタートしてから継続して取り組む中で積み上
がりつつある。 

 
確かな学力の育成について 
 △確かな学力の育成」については、網野学園の最重

要課題であるため、授業づくりを中心に研究を
進めてきた。児童生徒アンケート結果から学習
意欲、学習内容の理解については肯定的な評価
（90％）が高い。しかし、自分の考えをもち交流
することは学校間・学年間に差が見られる。ま
た、家庭学習について小中の接続をより丁寧に
指導し、学習時間はもとより、自ら学習する力を
育成する必要がある。 

 〇小学 6年生においては、思考力・判断力・表現力
を付けるために、単元終了時に学習内容の理解
度・定着度の検証や把握をするため、単元総括テ
ストを作成し、実施することができた。 

〇推進会議を中心に授業研究会を年 2 回実施し、
学園のテーマである「『主体的・対話的で深い学
び』の実現を通して確かな学力を育成する」をも
とに、授業実践を深めることができた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

英語担当教員、小学校理科専科で構成する。（配
置があれば） 

  5年部会…中学校英語科担当教員・小学校理科専科 
  6年部会…中学校数学科担当教員 
 〇学年の課題から必要に応じて学年部会を開催で

きるものとする。 
 〇領域部会については、必要に応じて開催する。 
 
（２）令和４年度に向けての重点的な課題・取組の方向 
教育目標・目指す子ども像・学校経営方針について 

 〇教育目標「将来に夢と希望をもち、郷土を愛し、
知・徳・体の能力を伸ばす子どもの育成を図る教
育の推進」及び目指す子ども像の実現に向けて、
PDCAサイクルで学園経営を行う。 

 〇園所で「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
を見通した実践研究を意欲的に進めていく。ま
た、子どもたちの成長を連続的なものとして捉
える際に役立てながら、園所と小学校との連携
を一層進める。 

 〇令和３年度に作成した指標を基に、その実現に
向けた経営を行う。 

  
 
 
 
 
 
確かな学力の育成について 
 〇主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業

デザイン、ゴールの姿をイメージした単元全体
を通した授業づくりについて、研究・実践を推進
会議が中心となり進める。なお、学力向上に関す
る内容について協議する際は、小中連携加配も
推進会議に参加する。 

 〇網野学園「これだけは！」（授業編）から更に進
んで、授業づくりの視点や留意点に重点をおい
た授業改善を進め、確かな学力の育成を目指す。
更には、非認知能力を伸ばすことが認知能力を
伸ばすことに繋がることから「学びに向かう力、
人間性の涵養」の観点から「主体的に学ぶ力」、
「コミュニケーション能力」の育成に視点をお
いた授業実践を行う。 

 〇GIGAスクール構想による一人１台のタブレットを
活用した授業改善を進め、実践を積み上げる。 

〇単元全体を構想することで、授業のゴールの姿
を明確にし、子どもが主体となる授業づくりを
進める。子どもの活動時間を確保し、学力の向上
を目指す。 

 〇確かな学力を身に付けさせるため、推進会議が
中心となり、各校の実態や状況を交流し授業改
善に活かす。また、各種テストの分析を丁寧に行
い、課題に対して各校の実態に応じた手立てを
講じる。 

 〇学園として、家庭学習・基礎学力の定着に取り組
む。特に家庭学習については保護者とも連携し、
家庭学習習慣の定着・内容の充実（自主的な学
習）を目指した取組みを更に進めていく。 

 〇小学６年生においては、思考力・判断力・表現力
を付けるために、単元終了時に学習内容の理解
度・定着度の検証や把握をするため、引き続き単
元総括テストを作成し、実施する。 

 〇小学４年生においては、Ⅰ期の最終学年であり、
基礎基本の定着に向け小４ふりかえり学習を継
続して実施する。 

 〇学園としてⅠ期からⅢ期までの指導指標を示
し、家庭学習における目指す子どもの姿を児童
生徒、教職員、保護者が共有し家庭学習に取り組
み、確かな学力を付けていく必要がある。また、
園所においても保護者の協力を得ながら、家庭
学習がんばり週間を同一時期に実施する。 
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 規範意識の醸成について 
〇「規範意識の醸成」については、児童生徒及び教
職員アンケート結果や児童生徒の状況から中学
校においてはほぼ定着（99％）してきている。小
学校では、学校間、学年間に差が見られ更に定着
させるための取組が必要である。 

△行動連携『どの家庭でも、幼児から大切にする
「これだけは！！」(家庭編)』の中の、規範意識
の基礎の確立の中で、「テレビ・ゲーム・インタ
ーネット・SNSなどのルールを決める」を挙げて
いる。しかし、網野学園生徒指導部のアンケート
結果からも、大きな課題になっている。 

 
 
 
 
 豊かな人間性について 
△「豊かな人間性」につては、アンケート結果から
学年が上がるにつれ、自己肯定感や自尊感情に
かかわる項目が低くなっている。 

△学園評価アンケートから「自己肯定感」や「将来
の夢や目標」をもつ児童生徒の割合が学年が上
がるにつれ、減少する傾向にある。 

〇不登校傾向児童生徒について毎月挙げるととも
に、経営会議、運営会議等で確認し実態交流を行
った。 

〇引継ぎシートを丁寧に作成し、園所小間、小中間
の繋ぎを確実に行うことで不登校の解消に繋げ
ている。 

〇教育相談部で事例研修会を実施し、不登校児童
の事例をもとに児童生徒とのつながりや家庭支
援の手法等を学ぶことができた。また、SCや SSW
の専門機関と連携を図り、状況改善に向けての
取組みを進めることができた。 

 
保幼小中一貫教育の具体的な内容 
〇網野学園Ⅰ期、Ⅱ期、Ⅲ期のゴールの姿を各学年
部会で実態交流をもとに育てたい力を確認し、
進会議を中心に指標づくりを行うことができ
た。 

〇新型コロナウイルス感染症予防対策のため、変
更を余儀なくされた行事や取組みがあったが、
工夫をしながら多くの事業や行事を実施するこ
とができた。 

〇保幼小中一貫教育学園コーディネーターが、各
会議、各部会等に参加し経営会議での方向性等
について把握し、整理したり調整したりしなが
ら、目的に沿った連携や取組を進めることがで
きた。各園所・小学校を訪問し、各校の授業や取
組みを便り等で発信し学園内の各園所小通学校
間をつなぐことができた。 

〇保幼小中一貫教育学園コーディネーターが網野
学園運営協議会の事務局を務め、地域学校協働
本部地域コーディネーターと共に、丁寧な連携
を進める中で、保護者・地域の方々の学園運営へ
の参画意識の高揚につながった。 

 
 規範意識の醸成について 
 〇網野学園「これだけは！」、網野学園「これだけ

は！」（授業編）の見直しと改訂を推進会議を中
心に行い、各校で継続して取り組み、落ち着いた
環境づくりを進める。 

 〇情報モラルについての出前授業を小学４年生、中
学生、網野学園保護者を対象に網野中学校を会場
として実施し、経営会議、運営会議が主体となっ
て運営する。保護者の部（子育て講演会）につい
ては、主催は網野学園とし、運営は運営会議が行
う。また、PTA及び保護者会とも連携し進める。 

 〇社会的にもゲームやインターネットの使用によ
る健康被害（ゲーム依存症）が問題になっている
ことからも、自己コントロールができる力を身
に付けるために、生徒指導部と養護部が連携し
ながら、系統的な指導を進める。 

 
 豊かな人間性について 
 〇自己肯定感をもち将来を展望できる力を育むこ

とができるよう、より一層豊かな人間性を育む
学習や活動を取り組んでいく必要がある。 

 〇多様で複雑な不登校の要因や背景をできる限り
的確に把握し、切れ目のない組織的な支援をし
ていく。重点的な取組み内容の中の「豊かな人間
性の育成」に位置付け、「自立的に生きる基礎の
確立」に向けて、家庭と連携し系統的に取組みを
進める。 

 
 
 
 
 
 
 
 保幼小中一貫教育の具体的な内容 
 〇作成したⅠ期・Ⅱ期・Ⅲ期のゴールとなる「指標」

を目指して実践し、改訂を行う。 
 〇部活動体験は中学３年生が活動している６月に

実施する。また、６年生対象入学説明会・中学校
授業体験は 11月に実施する。 

 〇５歳児が一堂に会し、他の園所の仲間と交流を
深めるため、５歳児交流会を実施する。 

 〇短期モデルプランアプローチプログラム、短期
モデルプランスタートカリキュラムの検証は、
保幼小連携部と小１学年部が中心となり行う。 

 〇長期モデルプランアプローチプログラム・スタ
ートカリキュラムを実践し見直しを行う。 

〇各園所は近隣の小学校行事等の見学を通して、
子どもたちが小学校施設への出入りや行事を知
る機会を設定する。 

 〇学園の課題である「基本的生活習慣の確立」「規範
意識の基礎の確立」「家庭学習の習慣化」について
網野学園小中一貫校PTAとして、園所保護者会と
も連携し課題解決に向けて取組みを進める。 

 〇就学前から中学校卒業までを見通した家庭との連
携を進める上で、園所保護者会との連携を進める。 

 〇網野学園学校運営協議会での交流・協議を通し
て、更に学校・家庭・地域が参画意識を高め、一
体となって教育力のある学校づくりを目指す。 

 〇学園評価アンケートについては、指導と評価の
一体化の視点から、年度当初に評価内容等の見
直しとその周知を行い、目標達成を意識した実
践ができるようにするための改善を図る。 



113 
 

（別紙様式 2） 

令和３年度 丹後学園保幼小中一貫教育報告書 

 

１ 「目指す子ども像」、教育目標 

①ことばで伝え合い、主体的に学ぶ子 【知】 
②自分を大切にし、人を思いやれる子 【徳】 
③ねばり強く身体をきたえる子    【体】 
教育目標「夢と希望と創造性あふれる豊かな心を持ち、未来に向けて主体的に生きる子どもの育成」 

 

２ 保幼小中一貫教育として解決を目指す重点課題、取組の柱とする内容 
①研究主題を『主体的・対話的で、深い学びの授業づくり ～生徒指導の３機能を生かして～』として、「自
己決定」「自己存在感」「共感的人間関係」のどの機能をどのように生かすかなどを重視する中で、国語を
中心に教科等の特質に応じた見方・考え方を踏まえた「主体的・対話的で、深い学び」となる授業改善を
行い、確かな学力の育成につなげる。 

②保育所・こども園・学校間が連携して、就学前から中学校卒業までを通して適時性、一貫性・連続性のあ
る教育課程を編成し、小中合同事業・保幼小接続に係わる事業・小小連携合同事業と３つの事業の充実を
目指す。 

③丹後学園の取組や事業等を積極的に発信することで保護者や地域の方の理解を一層深める。 

 

３ 保幼小中一貫教育の具体的な内容と評価 

項目 内容 
評価 

（実践の過程・幼児児童生徒の姿・教職員の見方等） 

幼児児童生徒
の実態や課題、
目指す子ども
像や目標、方針
等の共有方策 

①子どもの交流を図る行事等の実施を
通して、「集団生活の中で人と関わる
力」や「コミュニケーション能力」を
高める。 

②重点教科を「国語」とし、他教科の指
導についても同様に主体的な学びに
向けた実践を積む。学年部会では、算
数科の授業づくりも検討・交流し充
実させる。 

③全体研修会、授業を通した研修会（３
回）、学年部会を通した研修を計画的
に実施し、目指す子ども像の実現、目
指す教師像の意識化に努める。 

④月１回の計画的な経営会議（校園所
長会議）を開催し、正確な実態把握に
基づく方針を策定し、全教職員への
情報提供を行う。 

○昨年からの新型コロナウィルスの影響で行事に
対して制限があり、経営方針や計画について、
予定どおりに進めることができなかったが、リ
モートでの授業や、部活動見学、授業体験等は
実施することが出来た。（１０月２７日の中学校
の公開授業は実施できた）また、昨年度、立ち上
がった丹後学園学校運営協議会の委員の方々に
は、挨拶運動や授業や体験活動等の参観をとお
して、小中の連携や子どもたちの実態を見てい
ただく機会となった。 

○経営会議を定例化し、運営会議・教育課程会議
と学力充実部会・教育相談部会・生徒指導部会・
保園小接続部会の取組の進捗や実践後の成果・
課題を交流し、今後の方向性を示し取組を進め
ることができた。 

○国語を小中がともに重点に置き、授業の公開や
事後研が実施できた（小中共に実践してきた説
明文について、小中の一貫した指導が確認でき
た）。 

●一斉学年部会でＩＣＴ活用に関わる使用頻度や
指導した内容等、中学へ入学するまでの実態を
把握しておくことや中学校での定期考査につい
て小学生の不安解消をしていく。（定期考査のガ
イダンス、体験実施等） 

《事務局会議（代表・庶務・学園コーディネーター）》 
○事務局会議を開催し、学園内の教育課題を把握
し、教育目標の達成に向け経営会議等の調整・
事務作業を行った。 

○学園経営方針に基づき、運営上の課題の検討や
調整を行い、各校での年度初・末全体研修会、夏
季研を充実させるために事前準備、事務作業等
を進めた。 

○経営会議の内容について即日コーディネーター
がまとめ、各校・園・所に発信した。 

○教育目標、目指す子ども像を保幼小中で確認し、
子どもたちの成長と発達の特性や課題を共有し
て適切な指導を継続してきた。また、指導につい
ては一貫性や連続性を意識した実践ができた。 

○各学校等で課題に応じた教育実践を行い、全て
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の学校等が中学校を卒業する姿を想定し、生き
る力の育成につながる指導ができた。（自立につ
ながる意図的な指導） 

●次年度さらに保幼小中一貫教育を推進していく
ため、0 期からⅢ期の各段階でつけるべき力の
指導方法の適時性や一貫性・連続性の研究をし
ていくことが必要である。 

就学前から中
学校卒業まで
を見通して一
貫した指導、教
育課程 

①就学前から中学校までの一貫した生
徒指導、自己有用感を高める生徒指
導を進め、コミュニケーション能力
の育成に努める。 

②指導方法の系統性や一貫性を重視す
るために、「目標と指導と評価の一体
化」の観点から国語を研究し、指導の
方向を２小学校でそろえる。 

③総合的な学習の時間を活用した「丹
後学」を教育課程に位置づけ、実践研
究を進める。 

④学習指導・生徒指導を大きな柱として、
10年間を見通した取組を展開する。 

⑤小１プロブレムを解消するための、
保育所やこども園と小学校との連携
を進める。 

⑥中１ギャップ解消のため小学６年生
と中学生との交流事業や体験学習等
を推進する。 

○昔話や物語をもとにした創作劇や地域と連携
し、地域から学ぶ学習結果の発表は、大きな自
信となった。（探求し、伝える内容をわかりやす
く工夫した表現や、友達を思いやり協力したり
折り合いをつけたりしながら味わう達成感、成
就感が次の課題へ挑戦しようとする意欲を高め
た。） 

○「中学校授業体験、部活動見学」「小学校合同校
外学習」「丹後こども園・宇川保育所合同での 1
年生と 5 歳児のなかよし交流会」等、コロナ禍
の制限がある中、効果的に進めることができた。
（つけるべき力をつけるべき時期につける、小
学生や中学生の自信につながる取組） 

●育てたい力が、より検証しやすい取組の計画と
予想される課題に対する改善策の検討を進める
ことである。 

幼児児童生徒、
教職員の交流
と協働 

①２小学校が集合して実施する事業と
各校で共通して実施する事業を行
う。【２小学校合同事業】 

②教職員全体研修会・授業研究会を年
間３回実施するとともに、保幼小接
続部会や期別部会・学年部会を開催
して、それぞれの課題の改善や解決
に向けた取組を実践する。 

③中学校１年生入学後１カ月ごろの状
況及び出口となる中学３年生の授業
公開を行い、多様な視点で課題共有
すると同時に指導について研究協議
を行う。（第Ⅱ期及び中３の公開授
業）【小中合同事業】 

④教職員間…学年部会での授業研究
会・統括テストの活用、保幼小接続部
会でのスタート研修会【保幼小接続
に係わる事業】 

⑤保幼小の子ども…５歳児と小１年生
との交流会（２回） 

 保幼小の教職員…５歳児と小１担任
の夏季研修会、テーマは「話す・聞く」 

○小、中学校の授業公開と事後研が実施でき、小
学校の指導が中学校でつながり、連続し発展し
てきていることを振り返る意義ある機会となっ
た。 

○本年度の夏季研修では、子どもたちに確かな学
力と豊かな社会性を身につけることがとても重
要であると講演された内容を教職員全体で確認
できた。 

○小小合同行事、小６部活見学、小６授業体験、ふ
れあい交流会等は中学校生活への不安を解消す
る機会になった。新たに今年度は、園所の交流
行事を行うことができた。 

●行事の精選や実施形態の工夫が要る。（ＩＣＴの
活用等） 

家庭、地域との
連携、情報発信 

①「丹後学園学校運営協議会」の機能化
と充実を図る。（年間２回） 

②「丹後学園だより」等を発行し、保護
者や地域に配付することで、理解を
得られるようにする。また、各校のホ
ームページにて、取組の状況を発信
するように計画する。 

③学校支援ボランティアの方々による
支援をいただき、教育活動の内容充
実に努める。 

○予定していた年間計画は、延期や中止をせざる
を得ない実状もあったが、実施形態や実施期日
を変更したり、時間差を設けたり参観等工夫を
しながら教育活動を行った。 

○年度初めに詳細が確定できなかったが、小中一
貫校ＰＴＡと市教委とともに教育講演会を開催
し、子どもの自尊感情を高めることや子育ての
基本軸となること等を保護者、地域住民と学ぶ
ことができた。 

○学校と家庭、地域社会の横の連携を深めるため
に丹後学園学校運営協議会、町内民生児童委員、
主任児童委員、保護司、各種団体の方々に保幼
小中一貫教育の支援、協力、理解を得ることが
できた。 

●保幼小中一貫教育の成果として顕われた子ども
たちの成長を広く発信し、地域住民へ学園のめ
ざすところがさらに浸透するようにさせていく
ことである。 

※次年度は、１０月２８日（月）予定している教育
講演会を学園ＰＴＡ行事として、位置付ける。 
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４ 今年度の成果と課題 改善方策 

成果と課題 改善方策 

今年度の成果 
①導入準備期間を含め７年間行ってきた実
践を活かして、本実施６年目の丹後学園の
経営を行った。組織や会議について当初計
画したことが、コロナ禍で、変更を余儀な
くされたが、安全を優先し、可能な範囲で
実施できた。 

②丹後学園運営協議会（名称：丹後学園教育
応援会）を立ち上げて２年目で、地域への
啓発に心がけ、限られた参観者であった
が、活動が前へ進んだ。 

③小・中学校だけでなく、こども園・保育所
も含めた取組の実践を進め、『主体的・対話
的で深い学び』による指導改善をテーマに
掲げ、各保園小中のそれぞれの実態に合っ
た研究が進んだ。保育所やこども園の園児
の状況を学園として情報共有を行うこと
ができ、保園小の接続に関する学園として
の研修が進んだ。 

④小１プロブレムを解消するための、保育所
やこども園の園児の状況を学園としての
情報共有と交流を丁寧に行い、令和元年度
の「教育フォーラム」で発信した「丹後学
園」の研究の深化・検証の推進を行った。 

⑤小学校間（校区２小学校）の学年ごとの合
同学習、修学旅行等を行い、児童の交流が
深まると同時に教員の指導方法等の交流
も深めることができた。 

⑥２学期末に６年生の授業参観と懇談をも
つことによって、小中の連携の円滑な接続
が組織として積極的にできた。小学校にお
いては、３学期にどのような力をつけて中
学校に送り出せばよいのか見通しをもつ
ことができ、中学校においては、余裕をも
って各学校の集団の雰囲気や児童の実態
や課題などの把握ができ、入学後の見通し
がもてた。 

⑦小学校在籍中１５日以上欠席のある児童
の個別記録「丹後学園教育相談ファイル」
を作成し、実態や指導・支援のあり方等を
円滑に中学校に接続する予定である。 

⑧限られた中であってもリモート研修など
の工夫を重ね、小学校と中学校との教職員
の意見交流及び合同研修を通して、相互理
解を深めることができた。また、実態に応
じた指導方法の工夫・改善について、各校
ごとの授業研究会を通して研究協議を行
い、前進させることができた。また、ゴー
ルとなるめざす中学３年生の姿を共有す
ることができた。 

⑨昨年に引き続き、算数・数学の指導に加え
て、読む力の育成を重点に研究を行うこと
で、目標と指導と評価の一体化を目指す授
業づくりの研究の充実を図ることができ
た。 

 
今年度の課題 
①今年度の研究テーマを継承しながらも、児
童生徒の実態から、次年度は読む力の育成
カリキュラムの系統性の教科研究を深め
ていく。 

②学力向上に資するための「モデルカリキュ
ラム」の活用の模範的な研究を進める。 

○経営会議は、学園内の教育課題、各会議や部会等の活動状
況を把握しながら、恒常的に課題を整理や新たな取組を提
起し、学園経営を行う。 

○各会議・部会担当校園所長は、経営会議に事前連絡、事後
報告及び決裁を受けながら、実践の方向性・到達点を明ら
かにし、取組を進めていく。 

○部会は、学力充実部、教育相談部、生徒指導部・保幼小接
続部の４部会とする。 

○教育課程会議兼学力充実部会については、教務主任が担当
し、学力の調査・分析や学力・授業力向上を図る計画・実
践に関わる進行管理、検証等を行う。（※研究のテーマ 
「主体的で、深い学びの授業づくり～生徒指導の３機能を
生かして～」を追究し、国語を重点教科として論理的に思
考し、読む力を高め、適切な判断と表現ができる力をつけ
ることを目指す） 

○令和３年度と同様に、重点的な取組内容として「確かな学
力の育成」「コミュニケーション能力」「評価を通した取組
の充実」を設定していく。 

〇「確かな学力の育成」に関しては、幼児期の終わりまでに
育ってほしい１０の姿についての研究・実践や各教科の目
指す資質・能力のために生徒指導の３機能を授業にどのよ
うに活かすかを研究する。具体的には、文章を正しく読み
取り、じっくり考え、適切な表現ができることをめざす。
授業研究の教科として『国語』（児童生徒の実態、課題克服
の必要性があるため）。また、算数についても課題克服のた
め、学年部会で授業づくりを検討したり、総括テストを活
用・実践したりして指導の検証や児童の学力実態を把握
し、授業改善につなげる。 

〇「コミュニケーション能力」に関しては、発達段階の各期に
おけるコミュニケ―ション能力に係る言語活動の評価のポ
イントを学園で共有し、各園所学校の保育・教育活動、各部
会（４部会）の事業内容に、コミュニケーション能力の育成
につながる計画を立案し行う。相手を思いやる心や折り合
いをつけたり、協調したりする寛容な心の育成が人間関係
の基盤となり、良好な関係の構築につなげさせていく。 

〇「目標と指導と評価の一体化」に関しては、学年部会では、
課題となる算数の単元に着目し、これまで作成した総括テ
ストの活用及び授業研究を行い、授業改善を図る。また、中
学校では授業における指導目標をもとに指導した結果を定
期テストで分析し、具体的な改善策を導き実践する。また、
市保幼小中一貫教育授業研究については、学園全体で、就学
前から１０年間の学びを学園として今後どのように進めて
いくべきか、保幼小中一貫教育モデルカリキュラムに示さ
れている計画や指導に照らし、言語活動や学び方等の中か
ら、本学園が重点としている内容を再整理していく。 

○学園評価については、２学期末までに児童生徒、保護者、
教職員、学校関係者（学校評議委員、学校運営協議会委員、
民生児童委員）が、教育目標の達成に関わる内容をアンケ
ートに回答し、その結果を分析する。成果と課題をより明
確にさせ、具体性のある改善策を検討していく。 

○保幼小接続部として、保育所・こども園の保護者に対して、
小学校で必要な力や社会性など一緒に学べる機会を設定
していく。 

○小学校で気になる児童が、中学校で適応しにくくなること
もあるので、児童の見立てや支援、家庭との連携を大切にし
て教育相談活動を行い、小学校での様子（本人・家族・医療
との連携等）を丁寧に記録に残し、中学校につないでいく。 

○学園ＰＴＡと連携し、「家庭学習の手引き」を活用しながら、
家庭学習習慣の確立を目指した取組を更に進めていく。 

○ケース会議等を通じて、本人を取り巻く生活環境や保護者
の生育歴等の実情を踏まえるとともに、子の将来を見据え
た指導の支援策を関係機関と連携を図り、対応していく。 
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（別紙様式 2） 

令和３年度 弥栄学園保幼小中一貫教育報告書 

 

１ 「目指す子ども像」、教育目標 

教育目標 
「ふるさとを愛し、主体的に学び、心豊かで、たくましく生き抜く子どもの育成」 

目指す子ども像 
（知）知識と技を磨き、活用する子 ＊自ら課題に取り組む（自主的な姿勢） 
（徳）自他の良さを知り、共に伸びる子 ＊仲間と知恵を絞る（対話的な学び） 
（体）心身を鍛え、何事もやりぬく子 ＊解決策を探り、自信をつける（深い学び） 

 

２ 保幼小中一貫教育として解決を目指す重点課題、取組みの柱とする内容 

１「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指す授業づくりの推進 
  ・授業実践力等の向上（他校種研修、授業研究会、全体研修会等を通じて） 
２ 自尊感情の醸成を目指し、生徒指導の３機能を生かした実践の推進 
  ・異年齢の交流活動、自尊感情、自己有用感、上級生への憧憬 
３ 教育活動全体を通して「思いやる心」の育成 
  ・教科としての道徳の授業改善 
  ・情報を吟味し精査する力の育成 

 

３ 保幼小中一貫教育の具体的な内容と評価 

項目 内容 
評価 

（実践の過程・幼児児童生徒の姿・教職員の見方等） 
幼児児童生
徒の実態や
課題、目指す
子ども像や
目標、方針等
の共有方策 

①学園の組織改編及び進行管理 
・教育課程会議に学力充実部を統合す
る。 

・特活部を廃止し小中の交流活動の企
画立案や連絡調整は運営会議が行う。 

・学年会を学年ごとの開催や、低学年
部、中学年部、高学年部の開催など協
議内容で変更する。 

・特支担任会を学年会に位置づけると
ともに、教育支援部を廃止する。 

②目指す児童像の実現につなげるための
子どもの実態把握・分析 
・学力や生活、家庭環境等、より深い子
どもの実態把握と分析を進める。 

③一堂に会した全体研修会の実施 
 ・4/30 第 1回全体研修会〈各校〉 
 ・8/19 第 2回全体研修会〈弥栄中〉 
 ・2/17 第 3回全体研修会〈各校） 

○令和２年度の総括をもとに学園組織体制の改
編を行ったことで各会議や部会ごとの役割分
担が明確になった。 

〇各会議や各部で学園内の幼児児童生徒の交流
を様々な視点から行うことで、指導や取組みの
方向性を決めることに役立った。 

〇第２回の全体研修会では、教育課程会議から児童
生徒の学力の実態と分析の報告があり、学力課題
と授業改善の方向性について共通理解を深め、学
園全体で取組むことの重要性が再認識できた。 

●コロナ禍のため、第１回と第３回の全体研修会
が紙面による実施となった。学園全体で集ま
り、学び交流する機会が第２回の一回だけにな
ったのは非常に残念であった。第３回では、不
登校に関わる講演を計画していたが中止とな
り教育相談に関する研修と交流の場を持つこ
とができなくなった。全体研修会が開催できな
くても、学園の方針、教育目標、重点課題、取
組みの柱等を各学校や園で周知徹底し、学園全
体でさらに共通認識を深めていきたい。来年度
は、全体会が学園の教職員にとって、さらに実
践力を高められる研修の場となるようにする。 

就学前から
中学校卒業
までを見通
して一貫し
た指導、教育
課程 

①学力向上と授業づくりの取組み 
・6/16 第１回合同授業研究会 

〈弥栄小〉 
 ・11/17市保幼小中一貫教育授業研究会

〈弥栄中〉 
②授業改善における各期のゴールの姿の

共有 
・「『主体的・対話的で深い学び』におけ
る目指す姿」を活用し、発達段階を踏ま
えた指導を推進する。 

③学園教職員による弥栄こども園参観 
 ・8/17弥栄こども園参観〈中止〉 

〇６月の合同授業研究会（弥栄小）、１１月の京
丹後市保幼小中一貫教育授業研究会（弥栄中）
では、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向
けた授業改善、「生徒指導の３機能を生かした
学級経営」を授業改善に生かしていくために、
保幼小中の教員が一緒になって事前研修会を
行い、授業づくりを行った。指導の中で保幼小
中のそれぞれが大切にしているところを交流
しながら指導案づくりをすることができ、発達
の段階に応じた小中の継続性のある授業づく
りをすることができた。 

〇教育課程会議が作成した０期からⅢ期の「主体的・
対話的で深い学び」における目指す姿を踏まえて、
２学期からの授業実践のポイントを焦点化するこ
とにより、授業改善の視点が明確になった。 

〇学園の児童生徒のアンケートでは、「国語の勉強
は好きだ」の肯定的評価が９ポイント、「算数（数
学）の勉強は好きだ」の肯定的評価が８ポイン
ト、昨年に比べて増加した。また、「話し合い学
習では、司会や記録などの役割を決めて話し合
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っている」の肯定的評価が７ポイント、「友達と
話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞く
ことができる」の肯定的評価が５ポイント昨年
に比べて増加した。この結果から学習に対する
意欲、学習内容の理解が高まり、ペアワークや
グループワークが授業に積極的に取り入れられ
たことで、子ども同士お互いの意見を尊重する
態度が育ってきているように考えられる。 

●コロナ禍で、こども園の参観ができにくい状況
にある。こども園の実践を知ることは小中学校
においても大切なことであるので、今後も継続
して計画していく。 

幼児児童生
徒、教職員の
交流と協働 

①幼児・児童・生徒交流 
地域の特性を取り入れ 10 年間を見通

した連続的な活動を実施する。 
  ・学年交流活動 
  ・小中連携活動 
  ・保幼小連携活動 
②学年担任会の設定 
 ・4/20.8/19.1/7  計 3回 
③いじめ、不登校等の解消に向けた教育相
談の体制づくり 

 ・学園内の情報共有 
・SC によるストレスマネジメント授業
の実施 

・小中連携に係る引継ぎシートの効果
的な活用 

④情報を吟味し精査する力の育成 
 ・講師を招聘しての学園情報モラル教育

を開催する。 

〇こども園の年長児と弥栄小、吉野小の１年生が
合同交流を行い、一緒に楽しく活動することが
できた。学園の重点課題や研究主題を踏まえ、
系統的な視点を持った園小の接続、小・小の効
果的な交流ができた。 

〇弥栄小と吉野小の同学年で交流行事や合同の
取組みを実施した。合同の取組みでは、両校の
児童に役割を分担するなどして児童が主体的
に取り組めるように心がけた。また、児童の実
態に応じた「付けたい力」を検討し、交流行事
の事前指導に役立てた。 

○学年会では、交流行事や合同の取組みの運営に
ついて児童数や児童の実態に応じて、子どもた
ちに力をつけられるように協議しながら取組
みを行った。また、教材研究や授業の指導に関
して、授業実践や単元計画、指導方法等を交流
し、自校の実践にいかすことができた。 

〇部活動体験（５年：見学、６年：体験）では、
中学校の部活動が実際の様子を知り、中学生と
交流できたことを大変喜んでいた。入学したら
どの部活に入りたい等、中学への入学に対する
期待を寄せる声がきけた。中学校に入学するこ
とに対する不安の一つに先輩との関係をあげ
られるが、実際に部活動で中学生と交流するこ
とで、先輩のやさしさに触れ不安の軽減につな
がった。中学生にとっても、自尊感情、自己有
用感を感じられる生徒指導の３機能をいかす
取組みになった。 

〇今年度、小学６年生の中学校授業体験は、実技（体
育）と５教科（英語または数学のどちらか選択）
を実施した。中学校の体育館や教室で授業体験を
行うことで、中学校の授業の雰囲気に触れ、中学
校入学が楽しみであると期待を高めた。 

〇経営会議をはじめ、各会議、各部会で園児、児
童、生徒の状況（生徒指導の状況、不登校、家
庭環境等）を交流し、学園全体で情報を共有し
各校、園での指導にいかした。 

〇スクールカウンセラーによるストレスマネジメ
ントの授業や、児童生徒や保護者に対するカウ
ンセリングの実施により、学園全体の園児、児
童、生徒や保護者の様子を把握して頂いている。
そのうえで、教育相談部会へ出席していただき、
専門的な助言や見立てによって、子どもや保護
者への対応や不登校の未然防止につなげた。 

〇引継ぎシート等をもとに小中の連携や交流を
密にして、配慮を要する生徒への丁寧な対応を
することができた。 

〇情報モラル学習会では、発達の段階に応じた講
演をいただき、児童生徒のみならず教師も、情
報モラルに関する多くの学びを得ることがで
きた。中学生の中には、講演のメモを家に持ち
帰り、保護者に対してスマホの設定について注
意喚起するなど、効果は絶大なものであった。 

●コロナ禍で保幼小中の交流行事の多くを変更
や中止せざるを得なかった。交流行事は小学校
入学や中学校入学に対する子どもたちの不安
を軽減することに大きな役割を果たしていた
だけに、入学後の子どもたちの様子をこれまで
以上に丁寧な対応が必要である。 
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家庭、地域と
の連携、情報
発信 

①家庭、地域との連携・情報発信 
 ・弥栄学園運営協議会との地域連携・教

育環境づくりを進める。 
 ・弥栄学園便り等による広報活動を積極

的に行う。 
 ・学校行事等において学校支援ボランテ

ィアを積極的に活用することを通し
て交流を深める。 

〇弥栄学園運営協議会の活動が２年目となった。
コロナ禍で学園の取組みを参観していただく
機会が限られていたが、熱心に参加していただ
き、地域の方として学校の外から見た弥栄学園
について貴重な意見を頂くことができた。 

〇地域のボランティアの方々に、こども園や各学校
の教育活動や交流事業に快く多くの支援を頂く
ことができた。子どもたちと地域の方々との交流
や学園に対する理解が深まり、学園・家庭・地域
が連携した「横の連携」を深めることができた。 

〇こども園、各学校が、たよりやホームページで
取組みを発信するとともに、保幼小中一貫コー
ディネーターが学園だよりの発信や弥栄学園
運営協議会の取組みをコーディネートして、広
く学園の活動について啓発を行った。 

●学園の活動や教育目標に対してさらなる理解
や協力を得るために、啓発活動と同時に運営協
議会と学園ＰＴＡと連携した活動にも取り組
んでいきたい。 

 
４ 今年度の成果と課題 改善方策 

成果と課題 改善方策 
１ 弥栄学園経営及び進行管理 
 ○数部門を統合して本学園の規模に応じた組織改編

を行った。その結果、ライン組織が明確になって各
会議が組織的に機能し、経営会議のスムーズな進行
管理につながった。 

 ●年 3回の全体研修会は、教職員の共通理解と相互信
頼をもたらし、協働体制を固める原動力になるもの
である。これを最大限に重視して学園経営に反映さ
せたかったが、今年度も感染症対策等のため開催直
前で変更し、集合型の研修会は 1回のみとなった。 

２ 授業づくりの取組み 
 ○計画通り年 2回の授業研究会を実施することができ

た。学園の研究を整理し、授業実践につなげる大切
な取組みとなった。今年度は教育課程会議がリーダ
ーシップを発揮し、事前研において園小中教員が指
導案作成に携わることができた。 

 ●教育課程会議が中心となり、研究授業に至るまでの
日程や研究の方向付け、実践と検証、まとめと今後
の課題など、研究を推進するための具体的な計画を
綿密に立てる必要がある。 

３ 交流連携の取組み 
 ○交流・連携しやすい校園数等をいかし、今年度も園児・

児童・生徒の交流活動を計画した。残念ながら感染症等
の影響でいくつかの交流活動が中止等になったが、教育
活動の連続性・協働性につながっているものと考える。 

 ●例年通りの活動とならないように目的や交流活動の
経緯等を担当者間で共通理解しなければならない。 

４ いじめ・不登校に関する情報の共有化 
○経営会議をはじめ、各会議、各部会で子どもの状況
（生徒指導の状況、不登校、家庭環境等）を交流す
ることで、一人一人の不適応の要因になっている悩
みや困難の解決、障害の克服に向けて組織的な援
助・指導につなげている。 

 ●学校における教育相談の対象は、不適応や問題行動
等のある子どもではなく、すべての子どもであるこ
とを念頭に、学習指導や生徒指導等に教育相談の機
能を生かすように努めなければならない。 

５ 家庭、地域への啓発、情報発信 
○こども園、小学校、中学校がそれぞれに、たよりや
ホームページで各校園の取組みを発信するととも
に、学園ニュース（教職員向け）、保幼小中一貫教育
だより（保護者、地域向け）や学園ホームページで
タイムリーに情報を発信し、学園の動きを広報し
た。また、学園のリーフレットを作成し、保護者や
弥栄学園運営協議会、その他地域の方々に配布した
り、弥栄学園運営協議会で学園の活動を紹介したり
して、弥栄学園の活動についての啓発を行った。 

●行事の参観の中止や延期等により、子どもたちの様
子が地域・保護者に伝わりにくくなっていることが
アンケート結果から明確となった。 

１ 経営会議においては、学園の組織が効果的に
機能するように連絡調整、伝達、諮問等を明確
にした会議運営を行う。全体研修会の開催は、
コロナ禍を想定してオンライン開催も計画し
ておく。 

２ これまでの弥栄学園の授業改善や令和３年
度の京丹後市保幼小中一貫教育授業研究会で
得られた成果の蓄積をいかして、引き続き「主
体的・対話的で深い学び」の実現を目指す授業
づくりに弥栄学園全体で取り組む。 

３ 連携活動の取組みにあたっての目的を明確
化するとともに関係者で共有し、学園全体での
取組みとなるようにする。 

４ いじめ、不登校等の解消に向けて学園の教育
相談機能をさらに充実させる。（教育相談に対
する教員一人一人の意識を高めるための研修
会の企画等） 

５ コロナ禍を想定してより積極的な公開や情
報発信を工夫する。 
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（別紙様式 2） 

令和３年度 久美浜学園保幼小中一貫教育報告書 

 

１ 「目指す子ども像」、教育目標 
[教育目標] 

「ふるさとを愛し、意欲的に学び、やさしい心をもち、根気強く努力する子どもの育成」 
[目指す子ども像] 

（知）意欲的に質の高い学力を身につけようとする子ども 
（徳）自ら正しく判断、行動し、豊かな心をもつ子ども 
（体）心身を鍛え、粘り強く最後まで、協力して取り組む子ども 

 

２ 保幼小中一貫教育として解決を目指す重点課題、取組の柱とする内容 

 （１）中期的な展望(取組の見通し) 

年度 教職員の意識 学力 ギャップ（不登校） 
R3 

(6年次) 
・新学習指導要領への対応 
・学力向上の方策を全職員で検討 

学力向上試案の策定（教
育課程会議） 

接続期の校種間連携充実 
事例研の継続 

R4 
(7年次) 

学力向上の方策を全職員で検討・実践 
新学習指導要領で求められている資
質・能力の育成 

学力向上方策の実践、改
善（全学年） 

学校に起因する不登
校人数の減少 
事例研の継続 

R5 
(8年次) 

  早期対応、情報共有の
徹底（全職員の共有） 

R6 
(9年次) 

 府・全国学力テスト・調査
全学年平均以上（学園） 

 

R7 
(10年次) 

久美浜学園保幼小中一貫教育の継続し
た取組の整理とまとめ 
次の 10年を見通し新たな取組の構築 

府・全国学力テスト・調査
全学年平均以上（全学校） 

早期対応、情報共有の
徹底（全職員の共有） 

 （２）重点目標 

   「意欲的に生活・学習に取り組む子どもの育成」～子どもの実態や系統性を踏まえた指導～ 

 （３）指導の重点 

『学力向上』①基礎・基本の徹底 ②主体的に学ぶ力の伸長（授業づくり） ③家庭学習時間の確保 

 （４）取組の柱 
ア 10年間（就学前から中学校卒業まで）の幼児児童生徒の成長発達に全教職員で責任をもつという意
識の向上 
(ｱ) 久美浜学園全教職員がチームとして、みんなでやるという協働意識を醸成する。（対話と理解） 
(ｲ) 目指す授業として、学習指導要領に示された「主体的・対話的で深い学び」の実現を意識する。そ

の上で、学園テーマとして、「主体的に学ぶ力の伸長」を設定し、すべての教職員で幼児児童生徒が
自らの主体的に学ぶ力を伸ばすための教育活動を進める。 

イ 各校園所における規範意識の醸成を基盤とした落ち着いた学校（園）づくり、授業づくり 
(ｱ) 生徒指導の三機能（自己決定・自己存在感・共感的人間関係）を生かした「わかる授業」により規

範意識を醸成し、学ぶ意欲を育てる。 
(ｲ) 各学校の重点研究をもとに、各学年単位をベースに授業研究を進める。特に「主体的に学びに向か

う力」を育成する授業づくりの取組を進める。 
(ｳ) 基礎・基本を徹底し、基盤となる力を十分付けきるとともに、当たり前のことが当たり前にできる

雰囲気づくりを進める。 
ウ 子どもの交流行事並びに教科指導交流の推進による行動連携強化 
(ｱ) 共に学ぶ意識を育て、子ども同士を結び付ける保幼小、小小、小中における交流行事・授業 
(ｲ) 豊かな教科指導を目指す指導交流（保幼小連携、小小連携、小中連携） 
エ 保護者、地域とともに「久美浜を支える人づくり」の視点に立った取組を進める。 
(ｱ) ＰＴＡ、学校運営協議会、地域学校協働本部事業との連携 
(ｲ) 家庭学習時間の確保に向けた連携 

 

３ 保幼小中一貫教育の具体的な内容と評価 

項目 内容 評価 

（実践の過程・幼児児童生徒の姿・教職員の見方等） 
幼児児童生
徒の実態や
課題、目指
す子ども像
や目標、方
針等の共有
方策 

(1) 経営会議を中心に組織的且つ丁
寧に、実態や課題、目標、方針等の
共通認識を図り、久美浜学園として
の共通確認・共有を図る。 

 ア 年度当初の学園全体会での提起
と全体研修会での全教職員による
協議を通して、共有を進める。 

 イ 年３回の公開授業と交流会で、
教職員同士の「理解と対話」の充

○久美浜学園７校園が１つの目標に向かう中で、
本年度も教職員が交流する機会が少なかった
が、ＩＣＴ活用や取組の工夫により、教職員及び
児童生徒園児の交流を確実に実施し、「理解と対
話」の継続を図ることができた。 

○10 月のみの授業公開・交流会となったが、保幼
小中の教職員による貴重な対面での協議を行う
ことで、協働的な指導の充実に向けたよい機会
となった。 
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実を図る。 
(2) 保幼・小・中で共通指導内容を確
認し、ＰＤＣＡで改善を図りながら
共通理解を深める。 

○共通指導事項を確認し、指導を継続していく。今
後も、具体的な実践共有の場である連携部会の
運営のあり方等を改善しつつ、引き続き目標や
めあて、指導内容を振り返りながら進めていく。 

就学前から
中学校卒業
までを見通
して一貫し
た指導、教
育課程 

(1) 子どもの育ちと指導の一貫性を
目指した教育課程編成 
ア 考えを深め、コミュニケーショ
ン能力を高める学習の推進 

イ 郷土への愛着と誇りをもち、人
とつながる力を育てる学習の推進 

ウ 保幼小の接続を中心とした教
育課程編成 

(2) 重点指導 
ア  学力向上 

  (ｱ) 授業規律の確立 
(ｲ) 基礎学力の定着と活用力を
育てる授業づくり 

イ  不登校の解消 
  (ｱ) 規範意識の醸成と基本的生

活習慣の確立 
  (ｲ) 学級活動の充実と児童会・生

徒会活動等自主活動の活性化 
  (ｳ) 自尊感情の高揚 
  (ｴ) 保幼・小・中の連携強化 
 ウ 今日的課題（情報機器の安全な

取り扱い） 
  (ｱ) 「法やルールに関する教育」

の推進 
  (ｲ) 人権教育の推進 

○学園テーマ「主体的に学ぶ力の伸長」を各校で追
求し、ＩＣＴを活用した授業づくりを進め、 

 学園公開授業及び各小中学校で研究成果を共有
することができた。 

○ＩＣＴを活用した授業づくりについて、どの場
面で、どのように使うのか、各校で研究を進め
た。今後は授業スタイルの中にＩＣＴを組み入
れ、より効果的な活用についての研究を深める。 

○学園独自で作成したアプローチプログラム、小
１スタートカリキュラムの実施状況を検証し、
よりよいプログラム等になるように改善した。 

○拡大教育課程会議の新設や「学力向上プログラ
ム」の検討等、付けたい力の明確化・具体化を検
討することができた。次年度は、その検証と実践
を進めていく。 

○久美浜学園「身に付けたい言語能力表」や小中共
通指導事項を確認・検討して取り組んだ。 

○ＰＴＡ・保護者会を巻き込んだ久美浜学園共通
の「家庭学習がんばり週間」の取組を進めること
で、学習習慣の定着を進めた。 

○教育課程会議では家庭学習時間の確保、養護部会
ではメディアに係る保健指導系統表の作成、生徒
指導部では情報機器に関するアンケートを行い、
メディア・コントロールを学園全体で進めた。 

○教育相談部会では、学園全体概要をまとめ、学園
全体で共有できた。また、その傾向から今後の取
組を考えるよい機会となった。 

○学校生活の充実感を味わわせることや基本的生
活習慣の確立を各校で図ること、教育相談部に
おける事例研を通して、不登校の未然防止、解消
に取り組んだ。 

○情報機器の望ましい活用（情報モラル）のための
特別講演会を小３・４年生、中学１・２年生対象
に実施した。 

幼児児童生
徒、教職員
の交流と協
働 

(1) 全体会、全体研修会、学校園公開
授業と分散会、学力・授業づくり部
会、生徒指導・不登校防止部会、学
年部会を中心とした教職員の交流
と協働 

 ア 中学校卒業時の生徒の姿を常
に意識した協議 

 イ 児童生徒の実態交流に基づく
具体的な取組の推進 

 ウ 「主体的に学ぶ力の伸長」の系
統性を意識した指導を目指す授
業研究 

(2) 学校、校種間をまたがった指導の
推進 

 ア 小小連携、小中連携、専科教育、
出前授業等、人的交流をもとにし
た協働 

 イ 振り返りスタディ等指導面で
の協働 

(3) 幼児児童生徒の行動連携 
 ア 保幼の連携 
 イ 保幼小の連携 
 ウ 小小連携 
 エ 小中連携 

○全体会・公開授業・交流会等の教職員の行動連携
の取組は限られたが、少人数で集まる部会を中
心に実施した。夏季全体研修会では、「開かれた
教育課程」に向けて、教職員の地域への具体的な
理解を図ることができた。保幼小中の指導の連
続性をより確かにするために、実際に子どもの
姿を見ることや教職員の交流を次年度以降も継
続的に計画していく。 

○回数は限られたが、各校の授業研究会の案内を
発出し、相互参観ができた。また、ＩＣＴの活用
について、教育課程会議で各校の取組を集約し、
学園だより等によって情報発信することで、各
校の実践を広めることができた。 

○保幼小連携では、幼児児童との交流ができず、体
験入学も短時間での実施となった。保幼小の連
携の重要性を鑑み、連携のあり方を検討してい
く必要がある。 

○小小連携事業では、同学年によるオンラインを活
用した交流も実施し、コロナ禍の中での３小学校
による連携のあり方を模索することができた。 

○小中連携では、部活動及び授業体験のみの実施
となったが、児童アンケートから「不安の解消」
につながる回答が多かった。 

○児童会・生徒会の合同会議は、オンラインと対面
による会議で計２回実施できた。また、合同挨拶
運動でも、「おはよう消毒」等、工夫のある取組
を行った。 
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４ 今年度の成果と課題 改善方策 

成果と課題 改善方策 

○これまでの５年間の活動や実践を整理し、本年
度（６年次）からは新たな中期展望を設定し取
組を進めることができた。年度ごとに丁寧に評
価しながら、実践と検証を続けていく。 

○コロナ禍の中で、ＩＣＴ活用や取組の工夫によ
り、教職員及び児童生徒園児の交流を実施し、
理解と対話の継続を図ることができた。 

○学力向上に係って、教育課程拡大会議を開催
し、中学校における現状や課題から、付けたい
力について協議することができた。 

○テーマ「主体的に学ぶ力の伸長」を目指し、授業
公開・交流会を実施し、ＩＣＴを活用した授業研
究を深めることができた。また、各校研究の共通
視点でもあり、教職員の意識も向上できた。 

○経営会議の方針のもと、企画運営会議が事業を
運営し、教育課程会議が学習指導等に関する内
容の具現化を図り、相互に共有して進める運営
の機能化を図ることができた。 

○コーディネーターの活躍により、広報・会議の
まとめ・事業後の児童生徒・保護者アンケート
等、幼小中のつなぎや周知が更に進んだ。 

○４ＰＴＡと３保育所園・こども園の保護者会も
一緒に活動でき、学園ＰＴＡ・保護者会の基盤
がより確かなものになった。 

○学校運営協議会で「久美浜を支える人」につい
て、３つの部会で学校からの課題を提起して話
し合った。また、夏季全体研修会では、教職員
の地域への具体的な理解が進んだ。 

○共同事務室の取組として、小学校入学用品や返
金規定、備品等の共通化・共用化、各種業務の
見直し等を進めることができた。 

△「主体性」「ＩＣＴ活用」等を視点とした授業
改善について、各校の研究成果や学園授業研究
成果をまとめ、分析、検証を行う。 

△幼児教育・保育における取組について学び、幼
児から小学校への接続やその意義についての
研修機会を確保する必要がある。 

△久美浜学園の児童生徒の課題として、不登校の
増加がある。学園全体の概要や傾向は共有する
ことはできたが、具体的な成果につなげること
ができなかった。 

△連携部会の取組は回数が限られている中で、ミ
ッションを成果が見えるところまで高めるこ
とは難しかった。 

・これまで積み上げてきた保幼小中教員の「対話と理
解」をベースに、保幼小中一貫教育推進計画の共通
理解を図る。また、学校園所公開や交流会を引き続
き進める中で、保幼小中に係る共通視点を明確にし
た指導方法等の継続性について、研修及び協議を行
っていく。 

・学力向上について、拡大教育課程会議において、生
徒実態や課題を共有するとともに、解消のための具
体的な方策を検討する。また、「学力向上プログラ
ム」へ落とし込み、検証と実践を積み重ねていく。 

・研究テーマや学力向上、系統的な指導等の具現化 
を目指し、部会内容や体制の工夫、ミッションの具
体化・焦点化、実践の検証の見える化等、連携部会
の運営を工夫する。 

・「主体性」「ＩＣＴ活用」等を視点とした授業改善に
ついて、各校の研究成果や学園授業研究成果をまと
め、分析、検証を行う。 

・授業研究に踏み込むため、各校重点研究におけ 
 る研究授業に参加しやすくするために、教育課程会
議が主となって日程調整を行う。 

・児童生徒の生徒指導上の課題や不登校の状況から、学
園全体での醸成すべき視点（非認知的能力等）を見出
す必要がある。また、肯定的評価を基盤として、学園
の教職員の指導観をすり合わせ共通化していく。 

・教育相談部では、傾向把握や未然防止、初期対応につ
いて、スクールカウンセラー等の講師を招聘する等、
より実践的な研修を行い、各校内へも広めていく。 

・校種間での情報連携や家庭支援連携を進め、不登校
の未然防止や早期対応に努める。 

・園所の「目指す 10 の姿及びそれに向けた取組や保
育」を理解するとともに、保幼小の連携の深化を進
める。 

・指導方法の具体的な継続性を図るため、保幼小のア
プローチ・プログラムやスタート・カリキュラムの
ほか、小中間の教育課程上の様々なギャップの解消
に取り組むため授業スタイルの確立も進める。 

・行動連携事業は、オンラインを活用した実施方法を
引き続き検討する。 

・運営面では、これまで進めてきた部会・会議や事業
が制限される状況で、改めて事業等の意義について
再確認でき、改善・精選を行っていく。 

 

家庭、地域
との連携、
情報発信 

(1) 久美浜学園小中一貫教育に係る
目標、活動等の広報及び啓発 

 ア たよりの発行（学期１～２回程
度）、有線放送による取組紹介 

 イ リーフレットの作成（２月保護
者参観等で配布、説明） 

 ウ ホームページによる広報活動
（久美浜学園のページ作成） 

(2) 基本的生活習慣の確立に向けた
共通指導の確認と指導の推進 

(3) 学校運営協議会の取組を通した
「久美浜を支える人」の協議 

(4) 地域学校協働本部事業の積極的
な活用等による久美浜町民の学校
教育活動への参加と積極的支援 

(5) 久美浜学園ＰＴＡ・保護者会との
連携による家庭教育支援 

○コーディネーターの活動により、様々な取組を
様々な機会を通じて広報できた。保護者アンケ
ートでは、学園取組に対する肯定的な意見が増
えている。しかし、今年度は事業の中止等があ
り、分からないという意見もあった。 

○コロナ禍により、ボランティアの皆さんの活動
や６つの地区区長会等への発信等が実施できな
かったが、次年度も、学園活動への協力や周知を
引き続き行っていく。 

○学校運営協議会は３回実施し、学園基本方針を
説明した。３つの部会で「久美浜を支える人づく
り」について各団体との協議し、学校から児童生
徒の課題について提起した。また、夏季全体研修
会では、協議会会長の講話等により、教職員の地
域への具体的な理解を進めることができた。 

○久美浜学園独自のＰＴＡ・保護者会が一緒に取
り組むことで、より多くの家庭との連携が進め
られた。「あいさつ運動」「家庭学習がんばり週
間」等 10年間を見通した取組に一歩ずつつなが
ってきている。 






















































































































